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は　じ　め　に

　近年、経済情勢や雇用環境の厳しい状況が続くなかで、ひとり親家庭を取り巻

く環境は大きく変化しています。区内のひとり親家庭も増加傾向にあり、子ども

の養育など生活全般への支援がより一層重要になっています。

　国においては、こうした社会経済状況の変化等を踏まえて、平成22年8月か

ら児童扶養手当の支給対象の範囲を父子家庭まで拡大するなど、各種の支援施策

の見直しが行われています。

　本区でも、子ども家庭支援センターを中心に、ひとり親家庭の状況に応じて、

相談事業をはじめ、子育て・生活支援、就労支援、経済的支援などのきめ細やか

な取り組みを進めているところです。

　区では、今般、ひとり親家庭の意識や生活実態などを把握し、今後のひとり親

家庭に対する支援施策に役立てるため、平成17無度の調査に続いて、「ひとり

親家庭アンケート調査」を実施しました。

　今回の調査結果につきましては、今後、さらに内容を詳しく分析したうえで、

これからのひとり親家庭支援に向けた基礎資料として活用してまいりたいと考

えております。

　最後に、この調査の実施にあたり、ご協力いただきました多くの保護者の皆様

に厚くお礼を申し上げます。

平成23年3月

杉並区保健福祉部子育て支援課
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1．調査の概要

1，1　調査の目的

　杉並区では、ひとり親家庭（母子家庭・父子家庭）が安心して生活できるよう、総合的

な子育て支援施策と連携を図りながら、さまざまな支援を推進しているところである。平

成17年度に実施した前回の調蛮以降、社会経済状況は大きく変化し、区内のひとり親家

庭も増加傾向にある。

　この調査は、区内に居住するひとり親家庭の暮らしの実態や子育ての悩み、施策・事業

についての要望等を把握し、今後のひとり親家庭の支援に役立てるための基礎資料として

活用することを目的とする。

｝．2　調査方法

1）調査の対象及び対象者数

　杉並区に居住するひとり親家庭のうち、児童育成手当受給中の、世帯の中から、無作為

に1，475世帯を調査対象とし、その世帯主に調査を依頼した。（「ひとり親家庭」とは、

住民基本台帳上、父又は母が配偶者のいない世帯主で20歳未満の児童がいる世帯（同居

の親族がいる世帯を含む。）をいう。）

発送数

嘘，475件

有効回答数

619件

有効回答率

42　096

2）調査内容

・ あなたのご家庭について

・住居について

・世帯の家計の状況と養育費について

・ 日常生活の悩みや困りごとについて

・仕事について

・お子さんの状況について（就労中の過ごし方、病時の対応等）

・ その他（公的制度の認知状況・利用状況、ひとり親家庭支援施策等）

調盃票は「1鉦，資料」を参照

3）調査方法

郵送による配布・回収。

4）調査期間

平成23年1月25日～2月13日
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5）報告謬利用上の留意点

回答者数；

　図表中の「件数」は、各設問に該当する回答者の総数であり、設問によって件数は異な

る。

図表の単位：

　回答率（％）は小数点第2位を四捨五入して表示しているため、合計が100％にならな

いところがある。

複数回答：

　複数回答のグラフは、回答率（％）の合計は100％を超える。

　各設問のグラフは、1つの設問に対して、全体（＝回答数）、母と子の世帯、父と子の世

帯で作成している。親の性別が無回答の場合は全体にのみ含めており、母と子の世帯、父

と子の世帯の計が、全体と合致しないところがある。回答者の母と子の世帯、父と子の世

帯の内訳は以下のとおりである。

全体

6　1　9｛牛　（100　0％）

母と子の世帯

589件　（95　2％）

父と子の世帯

26件　（4．2件）

無回答

4イ牛（06％）

母の子の世帯、父と子の世帯は、問1の回答者の性別の回答により区分している。

　各設問のグラフ・表の下に、前回調査（「杉並区ひとり親家庭アンケート」平成17年度

実施）との比較、親の年齢別・就労状況別等クロス集計結果による傾向を示している。

　なお、前回調査の「母子家庭」「父子家庭」は、それぞれ今回調査の「母と子の世帯」「父

と子の世帯」に対応するものである。
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lL調査結果

ll．1　あなたのご家庭について

問1）あなたの性別と年齢をお答えください。（性別はどちらかに○、平成23年1月現在の

　年齢を記入してください。）

　回答者の性別は、「女性」が95．2％と大半を占め、「男性」は42％となっている。

　年齢は、「40～49歳」が48996と半数近くを占め、っいで「30～39歳」が30．4％、「50歳以上」

が13．6％で、回答者の年齢を平均すると41．8歳となっている。

　父親の平均年齢は44．7歳、母親の平均年齢は41．7歳である。父と子の世帯では、親が「50歳

以上」の割合は34．6％と高くなっている。

性別〔％〕

世帯別

男 女 無

性 性

回

答

D．6

羅、＿　　‘　　磁　　一塾　　器
　　一　95．2　　　ρ

… 　　　．購隙　1％邑閲　　　　一

件数

全　　　体
619

年齢〔％〕

世帯別

件数

全　　　体
G2 6ig

母と子の世帯
0．2

589

父と子の世帯
o．o

26

φ【前回調査との比較】前回は父子家庭が1α6％で、今回よりもやや多い。前回の父親の平均年

　齢は47．4歳、母親の平均年齢は42，5歳で、今回の方が親の平均年齢は若い。
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問2）現在、あなたと同居しているお子さんは何人ですか。また、その他同居している方は何

　人ですか。あてはまる欄にそれぞれの人数を記入してください。

　「小学生」が43．o％と最も多く、「中学生」と「高校生」がそれぞれ30％弱となっている。世帯の

子どもの人数を集計すると、「1人」が60．1％で最も多く、「2人」が29，1％、「3人以上」が9．9％とな

り、1世帯平均1．5人となっている。

　父と子の世帯では「小学校入学前』の割合は低く、「中学生』「高校生』の割合が高くなっており、

子どもの人数では「2人」の割合が高くなっている。

子どもの人数〔％｝

2．7

疑2．9

0．0

3．2

o，o

認

40

縞鴇

80

凡例　惟帯別

〔：コ全体

國母と子の世帯

圏父と子の世帯

子どもの人数〔％〕

世帯別

1　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　無
人　　　　　　人　　　　　　人

　　　　　　　　　　以　　　　　　回
　　　　　　　　　　上
　　　　　　　　　　　　　　　答

　縣　　　一　　碑

．一．難・鑛懸鍵 9．§　o

10．OzO
一　’　　油ト．　恥買一叩　　配h　　　　肖・声・　噌7，　｛「玩「r　．初　了　ビア値「回　　　早・、　『．　　．　　　．　　　．　照　　　　．．

講雛・・驚難・・簿鰯…鴛胎　　　　　　　　　　　　　　　　　國邑㍊　　・　　　　㎜「「闇勘

鉾数

全 体
o，9519

母と子の世帯

父と子の世帯
o．026

や【前回調査との比較】前回は父子家庭が1．6人、母子家庭L5人で今回と同程度である。
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　同居家族については無回答が多いものの、「あなたの父母」が25．796回答されており、世帯構

成を集計すると、親子だけの世帯が70．3％、祖父母等との同居世帯が28．8％となっている。

　「あなたの父母」との同居は、母と子の世帯がほとんどである。親と子の世帯が多いが、母と子

の世帯では祖父母等との同居世帯が29．8％と多く、父と子の世帯では11．5％である。

その他の同居人数〔％）

　　　　　　　　　o
件数＝619

2“ 40 60 8駐 1

25．7

あなたの父母 灘薫

あなたの兄弟姉妹
　　6．s

一 　a．8

あなたの祖父母

．｝：10．0

その他の親戚

1：1闇呂．呂

その他

1：10．0

マ1，2

無　回　答
「　　　　　磁癬

一 88．5

0

凡例　甦帯別

口全体
團母と子の世帯

躍父と子の世帯

親と子の世帯
　（435件）

祖父母等との同居世帯
　　　（178件）

無回答
（6件）

全　体 70．3％ 28．8％ 0，9驚

母と子の世帯 69．9％ 29．8％ 0．3％

父と子の世帯 88．5％ 11．5％ 0．0％

親と子の世帯は、問2で子どもの人数・年齢にのみ回答がある場合

祖父母等との同居世帯は、問2で子どもの人数・年齢と同居家族に回答がある場合

無回答は、問2の子どもの入数・年齢及び同居家族が無回答の場合

や【前回調査との比較】親と子だけの世帯が母子家庭で75．2％、父子家庭で88，9％であった。今

　回も同様の傾向がみられるが、母と子の世帯の同居率がやや高くなっている。
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問3）ひとり親になった時、一番下のお子さんは何歳でしたか。お子さんの当時の年齢を記入

　してください。妊娠中だった方は妊娠中に○をつけてください。

　「0歳～3歳未満（就園前）」が34」％、「3歳～7歳未満（就学前）」が28．896と、子どもが就学

前の時を合計すると62．996で、子どもの年齢を平均すると4．5歳の時となる。

　父と子の世帯では「3歳～7歳未満（就学前）」と「10歳～13歳未満（小学校高学年）」の割合が

高くなっている。一番下の子どもの平均年齢は、母と子の世帯で44歳、父と子の世帯で55歳で

ある。

ひとり親になった時の一番下の子の年齢〔％）

世帯別

件数

全　　　体
619

母と子の世帯
589

父と子の世帯
o．o

26

や【前回調査との比較】ひとり親になった時の末子の平均年齢は母子家庭4．6歳、父子家庭6．2

　歳であった。父と子の世帯の一番下の子どもの平均年齢がやや低くなっている。
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問4）あなたがひとり親になった理由は何ですか。

　75．6％がr離婚」と多くを占めており、「死別」と「非婚（未婚）での出産など」が10％前後で続い

ている。

　父と子の世帯では、「離婚」が69．2％と低く、「死別」が30．8％と高くなっている。

ひとり親になった理由〔％〕

世帯別

で出

の産

　な

　ど

件数

全　　　体
61駐

母と子の世帯
匪O．4．　　　　589

　L40，50．5

父と子の世帯
26

0．00．00．00，0

李【前回調査との比較】「離婚」が60％強、「死別」が20％弱であった。「死別」の割合がやや低下

　し、「離婚」の割合が高くなっている。前回の「離婚」の割合は、母子家庭で64．1％、父子家庭で

　60．0％であり、「離婚」の割合が上昇している。一方、「非婚（未婚）での出産など」が8．0％であり、

　非婚・未婚の割合もやや上昇している。

や親の年齢別では、20～29歳と3G～39歳は「離婚」が8G％強となっている。
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ひとり親になった理由（親の年齢別）

　　　　　　　　　　20歳未満

　　　　　　　死別

　　　　　　　離婚

非婚（未婚）での出産など

　　　　　　　別居

　　　　　　その他

　　　　　　無嘩

　　　　　　　　　0．0　　　　20．⑪　　　40．0

　　　　　　　酬錨歳

　　　　　　　離婚
。＿。。。。な轟庶

　　　　　　　別居　　0．5

　　　　　　その他　　0．O

　　　　　　無回答　　0，5

　　　　　　　　　0．0　　　　20，0　　　　4D，0

　　　　　　　　　　　50歳以上

　　　　　　　　死別

　　　　　　　　離婚

非婚（未婚）での出産など

　　　　　　　　別居

　　　　　　　その他

　　　　　　　無回答

　　　　　　　　　　0．0　　　　2θ．0　　　　40，0

o．o

0．0

10D．0

ρゴ
5

0．0

O．0
1

α0

駒

60．o 80．0

20～29歳

0．O

雛馨86．7

・…一・ 　1 ．3

0．0

0．0

α0

曽

10D，0　　0，0　　　　　20．0　　　　　4090

　　　　49～49歳　．

60，0 80，0

60．0 80．0 100．0

正00，0　0．0

驚毛轡艇鞭灘．“

鰍嚢67．8

婁3，6

　1．2

≡　2．4ヨ0．0

60，0 80．0 100．0

20．o 40．o

単位（％）

60．0 80．0 100．0
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問5）ひとり親世帯になって何年になりますか。

　臼年～3年」が26．8％、「10年以上」が241％、「4年～6年」が22，9％と、大きな差はみられな

い。3年以下が34．1％、4～9年が40．796、「10年以上」が24．1％である。

　「1年～3年』は父と子の世帯でやや割合が高い。

ひとり親世帯になってからの期間〔％〕

世帯別

件数

全　　　体
619

母と子の世帯
589

父と子の世帯
0．0　26

や【前回調査との比較】3年以下が35．2％、4～9年が40．6％、「10年以上」が23．6％で、今回と

　同様である。
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ll，2　住居について

問6）あなたの現在の住居は次のどれですか。

　「民間賃貸住宅」が43．996と半数近くに上り、ついで「あなた以外の家族名義の持ち家」が

28．9％、「あなた名義の持ち家」が歪4．四6となっている。「公営賃貸住宅」は6．3％にとどまってい

る。

　父と子の世帯では「民間賃貸住宅」と「あなた名義の持ち家」の割合が高い。

住まいの種類〔％〕

世帯別

あ　　　公　　　民　　　社　　　そ　　　無

な　　　営　　　問　　　宅　　　の

た家　　賃　　　賃　　　・　　他　　　回
以族　　貸　　　貸　　　会
．外名　　住　　　住　　　証　　　　　　　答
の義　　宅　　　宅　　　の

の　　　　　　　　　寮
持
ち家

…　闇　　r一　　脚…　　　　　　　　　　酬　　　甦義
　49”　　『　1．0垂．4．　「　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議T　T

灘難　『難難…一難・駿　

。 　　＿．＿．＿　…．裂

件数

全　　　体
146tg

母と子の世帯

父と子の世帯
含6

0．0

李【前回調査との比較】「民間賃貸住宅」が35．8％、「あなた・名義の持…ち家」が22．2％であった。前

　回よりも「民間賃貸住宅」が高くなり、「あなた名義の持ち家」が低くなっている。
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問7）家賃や住宅ローン代など、あなたが毎月負担している住居費はどれくらいですか。

　「5万円～8万円未満」「8万円～11万円未満」「負担額なし」がそれぞれ20％強と均衡しており、

3つの回答で大半を占めている。

　父と子の世帯は「負担額なし」の割合が低く、「11万円～14万円未満」の割合が高い。

住居費〔％〕

世帯別

全 体

負　　　　2　　　　2　　　　5　　　　8　　　　11　　　14　　　17　　　20

担　　万　　万　　万　　万　　万　　万　　万　　万
讐贈甲甲甲甲糊　満　　5　　8　　H　　I4　　17　20　上　　万　　万　　万　　万　　万　　万　　円　　円　　円　　円　　未　　円　　未　　未　　未　　未　　満　　未　　満　　満　　満　　満　　　　満

　　　　　　内

無

回答

懸難；難・・514・・嚢難　　　22・9 毒鯉駝冊

0．0

　　　　鍾鍵一　闇　一　　　　　　　22．9‘．彌梛［況冨轟・冗“評　　　　　　　　　　　　　　　　』購礁　　　　．

臨・・轄灘．占

雛…’灘難　　…　難難 3．83．8

件数

母と子の世帯

．012

父と子の世帯
26

O．00．0

11



ll，3　世帯の家計の状況と養育費について

問8）あなたの世帯全体の1ヶ月の収入（手取り）は次のどれですか。あてはまるものにOを

　つけ、1ヶ月の平均的な金額をご記入ください。

　　「あなた自身の働きによる収入」が77．7％と特に多く回答されており、ついで「子ども手当・据童

　扶養手当・児童育成手当」が67．4％で続いている。「別れた配偶者からの養育費等」は19．596と

　なっている。1ヶ月の平均的な金額について、「あなた自身の働きによる収入」は月平均17，4万円、

　「子ども手当・児童扶養手当・児童育成手当」は月平均4．6万円、「別れた配偶者からの養育費

　等」は月平均6．2万円となっている。

　　父と子の世帯では、「あなた自身の働きによる収入」が高く、「子ども手当・児童扶養手当・児童

　育成手当」が低くなっている。

1ヶ月の収入〔％・複数回答）

　　　　　　　　　0
件数己619

20 40 6e
80　　　　　匡

了7．〒

あなた自身の
旧 彌　　　一　　．

i
一

羅摺92．3働きによる収入

子どもの働きによる

　　　　　　　収入

。1：lo．o

土地や建物、

　　　利子による収入

　2．6
蕪2．τ

0．0

げ．　　「

6τ．4

子ども手当・児童扶養
一 　蚤糖ご；

　‘纈　　灘 42．3
手当・児童育成手当

親族からの援助

　1：1繕3．呂

ig．5

別れた配偶者からの

養育費等 o．o

ll．6

その他 灘量　慕：、監2．1

篶3．8

無　回　答
　5．5
講5・1　3．8

o

凡例　世帯別

〔コ全体

圏逗と子の世帯

魎父と子の世帯

1ヶ月の収入と収入毎の平均金額〔複数回答〕』

あなた自

身の働き

による収

入

子どもの

働きによ

る収入

土地や
建物、利

子による

収入

子ども手当・

児童扶養手
当・児童育成

手当

親族か
らの援
助

別れた配
偶者から

の養育費
等

その他 無回答
回答

者数

回答
件数

481 i7 16 4i7 32 て21 72 34 619

（％） （77．7） （2．7） （2．6） 〈67．4）・ （5．2） （1915） （重1．6） （5．5） （100．0）

平均金
額（円）

て73，565 125，OQO 17G，714 45，5薫3 67，241 62β18 i52，385 一 一

注：回答者数は619件。複数回答のため、回答件数の合計は回答者数と一致しない。
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　φ【前回調査との比較】自分の働きによる収入が84．0％、児童手当・児童扶養手当・育成手当が

　　50．2％であった。今回調査では、子ども手当の導入により各種手当の割合が特に高くなってい

　　る。

　や「あなた自身の働きによる収入」は、月10万円以上20万円未満が44．8％となっている。

「あなた自身の働きによる収入」の1ヶ月の金額

10万円未満

10万円以上20万円

未満

20万円以上30万円

蜘斯，爵・
未満

・・万・以上 駆
　　　　　　　　　　　　　　0．0　　　　　10．0　　　　　20．0　　　　　30，0　　　　　40，0　　　　　50．0

注：金額について回答があったのは444件で、回答された金額を集計。単位（％）
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問9）あなたの世帯の収入（手取り）は1年間では、どれくらいになりますか。

　　全体では、「100万円以上150万円未満」「200万円以上250万円未満」「150万円以上200万

　円未満」がそれぞれ15～16％回答されており、r250万円以上300万円未満」と「100万円未満」

　も｛0％強となっている。

　　父と子の家庭では、「150万円以上200万円未満」と「300万円以上350万円未満」「400万円

　以上500万円未満」の割合が高くなっている。

1年間の世帯収入〔％〕

世帯別

1　　　　1　　　　2　　　　2　　　　3　　　　3　　　　4　　　　5　　　　　　6　　　　無i

9　　　　言　　　　9　　　　言　　　　9　　　言　　　　9　　　　8　　　　　8　　　回　　　　　　　　万

16．。　15．・　15・5　13・6難禦・・蹴…

二　　　r．　　　　ρ【

14溜 　15・8　13羅懸・・1・71…
一

竃3講墨 2・1　　　　　　　　　　　　　　15・4　麹

件数

全 体

母と子の世帯

父と子の世帯

o，G 0．DO．0

26

φ【前回調査との比較】「200万円以上250万円未満」が15．3％、「150万円以上200万円未満」

　が12，0％で、「250万円以上300万円未満」が11．1％、「100万円以上150万円未満」が10．4％

　であった。今回も同様の回答分布となっているが、rlOO万円以上150万円未満」がやや多くな

　っている。

や未就労者では「100万円未満」が30％を超えている。

1年間の世帯収入（就労状況別）

1年間の世帯収入〔％）

全　体 100万
円未満

100万
円以上

150万
円未満

150万
円以上

200万
円未満

200万
円以上

250万
円未満

250万
円以上

300万
円未満

300万
円以上

350万
円未満

350万
円以上

400万
円未満

400万
円以上

500万
円未溝

500万
円以上

600万
円未満

600万
円以上

無回答

全　体
　619
｛100．0｝

　了4
｛12．m

　99
【16．o｝

　93
115．0｝

　96
｛15．5｝

　84
｛13．6｝

　4ア

｛7．6｝

　26
｛4．2｝

　40
｛6．5｝

　23
13．7｝

　ll

l1．81

　26
｛4，2｝就

労状況躍

している
　52D
｛100，δ｝

　44
｛8．5｝

　80
｛15．41

　81
臼5．61

　83
｛16．0｝

　80
【15．4｝

　45
｛8．7｝

　24
｛46）

　38
｛7，3｝

　22

｛421

　11

｛2」｝

　12
｛2．3［

していな

い

　　96

佃o．Ol
　30
（窪t．3｝

　19
119．8｝

　12
1t2．5｝

　13
（13．51

　4
【4、2｝

　2
（2．9

　2
（2．、｝

　2
｛2．1｝

　1
｛1．o｝

　o
lo．　G｝

　羽
｛1t5｝

単位：上段は回答件数、下段は（％〉、無回答3件。
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問10）現在養育費を受け取っていますか。あてはまるものにOをつけてください。「受け取っ

　ている」場合は1ヶ月の平均金額を記入してください。

　「受け取っていない」が64．8％と多く、「受け取っている」は23．7％、「かつて受け取っていた」が

8．1％回答されており、「受け取っている」「かつて受け取っていた」はすべて母と子の世帯の回答

となっている。

　現在、養育費を受け取っている回答者の受取金額は、「5万円未満」が44．9％、「5～10万円未

満」が31．3％で、10万円未満が76．2％となっている。

養育費の受け取り〔％〕

受 か 受 無

け つ け

取 て 取 回

つ 受 つ

て け て 答

い 取 い

る つ な

て い

い

た

・こ轟“・・ρ盟滞　’二臨鷺
8．1 64．8 3．4

．警・烈蔦撒一“．・　・欝拶

8．5 6．7 ，9

・． 以職静　・・亦繰蛋’一

1 D．0

件数

全　　　体
619

母と子の世帯
589

父と子の世帯
0．026

0，00．0

養育費受取額〔％）

5 5 10 15 無

万
～ ～

万
円

10 15
円 回

未 万 万 以

満 円 円 上 答

未 未

満 満

．
1噌r．1、内

　　　　事灘、「鞘瓠露τ「騨－弄・「h鷺 3L3 lo．　4，窪　呂．2

件数

母と子の世帯 147

や【前回調査との比較】「受け取っている」が17．9％、「受け取っていない」が71，9％、「かつて

　受け取っていた」が6．4％で、今回の方が「受け取っている」「かって受け取っていた」割合が

　高くなっている。受取額は「5～10万円未満」が36．8％、「5万円未満」が34．2％で多く回答

　されており、今回の方が「5万円未満」の割合が高くなっている。

15



問1わ【受け取っている・かつて受け取っていた方にお尋ねします。】養育費については、取

　り決めましたか。また、取り決めたときの方法は何ですか。

　回答のあったのは母と子の世帯のみで、ほとんどが「取り決めた」と回答している。取り決めの

方法は「協議書（公正証書）」が32．7％、「家裁が作る調書」が29．1％と均衡しており、「口頭による

約束」が21．9％で続いている。

養育費の取り決め〔箔〕

取 取
り り

決 決

め め

た て

い

な

い

「「 緬
．「．．r 了． 巾．

叫 黙内．一、7へ．幕．“．孔．　． N　・　．・．、＿諸了ρ　、 ．一．・一・ 　　｛、．騒「厚一一． 「 　　　　　■、 Nト　　同“　　、、．げ　、＿　　凹

件数

母と子の恒帯 ，5　197

取り決め方法〔％〕

o 20 40 6a 100

裁判所が作る判決書・

　　　　　和解調

凡例　燈帯別

國母と子の世帯
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ll．4　日常生活の悩みや困りごとについて

問12）あなたは、日常生活で悩みやストレスがありますか。その原因はどんなことですか。

　現在（a）と過去（bひとり親になった当時）で、あてはまるものすべてに○をつけてくださ

　い。

　【現在の悩みやストレス】「特にない」と「無回答」を除き、9096が回答している。最も多いのは

「生活費のこと」が64．8％で、「仕事のこと」が56．296、「住宅のこと」が46．4％、「健康・病気のこと」

が42．89へ「子どもとの時間を十分とれなし、こと」が38．8％の順になっている。r養育費のこと」「自

分の時間を十分にとれないこと」も30％台の回答率となっており、各選択肢にも回答が多く、さま

ざまな悩みやストレスを抱えていることがうかがえる。

　「生活費のこと」「仕事のこと」は世帯に関わらず多くなっているが、その他は世帯による違いが

みられる。「住宅のこと」「健康・病気のこと」「養育費のこと」は母と子の世帯で、「家事全般のこ

と」「自分の時間を十分とれないこと」「相談する相手がいないこと」は父と子の世帯で多くみられ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

悩み・ストレスの原因　（現在）　〔％・複数回答〕

　　　　　　　　　o
件数謁19

20　　　　　40　　　　　6摩 80　　　　　塵0

特にはない
　5．5’

一 二5．6

黛3．8

64ち8

生活費のこと
粋　　　　　蒙　　　　　　　　繭．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　5，4

56．2

仕事のこと
一 一

．」

厚＿　　h　引　　　　　　　．　　　　r　　　薔　　一　　『　　“圃　5　378

46．4

住宅のこと

一．“灘一34，6
25．7

家事全般のこと ≦i 繍24・曇
灘　臣謝丁　　　　　　　　56．o

242
子どもの保育のこと 24．i

馨　　蔑凹 一
．．「

23．且

20．5

入間関係のこと
羅露．23．i

42．8

健康・病気のこと
髄鐘盤19，2

33．4

自分の時間を十分に 　　　　　　　凄32．4

一謬態叢叢．50，0とれないこと

25．8

子どもを叱りすぎたり

難途一30．8してしまうこと

霜38、8

子どもとの時間を 39．2

轍。． 篶30．8
十　にとれないこと

18．4

相談する相手がいない
『

　　け．8

こと 聾轟雛灘舞．26．9

養育費のこと 禦ご一 懸　羅1書ll
、
　．　　23．且

その他
　i＆2

0ρ

8．了

無　回　答 ．、

1：1灘3．8

凡例　世帯別

〔コ全体
圏母と子の世帯
國父と子の世帯
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や【前回調査との比較】現在の悩みは、1位：「住宅のこと」63．4％、2位：「生活費のこと」59．7％、3

　位：「仕事のこと」5α2％であった。今回調査では、「仕事のこと」がやや高くなっている。

や就労状況別では回答状況が異なっており、「生活費のこと」と「仕事のこと」はともに多くなってい

　るが、就労者では「住宅のこと」が48．7％で3番目に高く、次いで「子どもとの時問を十分にとれ

　ないこと」が43．7％、「健康・病気のこと」が41．0％、「養育費のこと」と「自分の時間を十分にとれ

　ないこと」が36％台で続いている。その他にも「家事全般のこと」「子どもを叱りすぎたりしてしまう

　こと」なども30％弱と未就労者よりも割合が高い。一方、未就労者では「仕事のこと」が63，5％と

　高く、「健康・病気のこと」が54．2％と多くなっている。

悩み・ストレスの原因（就労状況別）

悩み・ストレスの原因観在）〔％・複数回答｝

全体
特に1該

い

歯舌費の

こと
働こ
と

住叡）こ

と 繊のこと

子どもの

保育のこ

と 騰のこと

健妻・病

気りこと

自分の時

齢にとれな

いこと

子どもを

叱りすぎ

たりして

しまうこ

と

子どもと

鰹洲こと
れないこ

と

番騨rる

楷動篤、

ないこと 翻こと
その他

瀦

全体
　619

110ao｝

34

｛55；

　401

｛M．副

　348　　281

｛5a　2｝｛4岡

　159

伽7｝

　150

1242｝

　127

｛2α51

　265　　20ア

【428｝｛33増

　160

（25鋤

　240

13a　8｝

　114

｛1a甫

　214

｛346｝

　51

｛＆2｝

　28
｛45｝

就

労

し唱、

る

　520

【Ioao｝

21

｛丘2｝

　337

〔64．8｝

　287　　253

｛5琢2｝｛4E7｝

　144

｛2乳η

　123
｛2a　7｝

　103

11a8｝

　213

｛41，①

　187

｛3ao｝

　141

｛2Z　1｝

　227

｛43．ゐ

　101

｛la4｝

　192

｛3ag）

　41

に9｝

　22

〔42｝

状

況

溺

してい

ない

　　96

（loα田

　ア

に3｝

　　64

〔6ε71

　　61　　34

〔6ま51鵬4｝

　　15

〔1ε6】

　　21

臣a鷲

　　24

伽o｝

　　52

154の

　　20

⑳8｝ u包副

19　　13
　　α3，5〕

　　13

（協5｝

　　22

筐291

　　10

〔1α41

　　3

億禎

瀦
　　3

｛10α0】

　o
｛αo）

　0
（ao｝

　0　　0
｛α0｝　〔αω

　o
｛ao｝

　0
｛住0｝

　o
｛α0｝

　o
〔＆0｝

　o
｛且ω

　o
｛住0｝

　o
〔皿o｝

　o
｛皿o｝

　o
｛αo｝

　o
〔αo｝

　　3

脱〔1

単位：上段は回答件数、下段は（％）
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　【過去の悩みやストレス】「無回答」が41．0％と多いが、それ以外では、「生活費のこと」「仕事の

こと」が30％強で、現在の悩みやストレスと同じ項ヨが多くなっているが、割合は大幅に低い。

　「生活費のこと」「仕事のこと」「住宅のこと」「健康・病気のこと」「養育費のこと」「子どもとの時

聞を十分にとれないこと」は母と子の世帯で、「子どもの保育のこと』「家事全般のこと」「自分の時

間を十分とれないこと」は父と子の世帯でやや多くみられる。

悩み・ストレスの原因　（過去）　〔％・複数回答〕

0

自分の時間を十分に

　　　とれないこと

子どもを叱りすぎたり

　　してしまうこと

子どもとの時間を

　十分にとれないこと

相談する相手がいない瓦

こと

，lill

、総1

凡伺　世帯別

口全体
團母と子の世帯

圏父と子の世帯

や【前回調査との比較】1位：「生活費のこと」25．7％、2位：「仕事のこと」23．3％、3位：「子どもの保

　育のこと」2α0％であった。いずれも今回調査でも多く回答されており、前回よりも割合が高くな

　っている。
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問13）あなたは、悩みやストレスを感じた時は、誰に相談をしますか。

　相談相手は「友人・知人」が60，9％と最も多く、次いで「あなたの親」が38．6％、「あなたの兄弟・

姉妹」が21．5％となっている。18．196が相談相手は「特にいない」と回答している。

　母と子の世帯では、「友人・知人」、rあなたの親」、rあなたの兄弟・姉妹」の順であるが、父と

子の世帯では、「友人・知人」が最も高いものの割合は母と子の世帯よりも低く、2番目は「あなた

の親」「あなたの兄弟・姉妹」「特にいない」が20％強である。

相談相手〔％・複数回答〕

保育園・学校などの

　　　　　　先生

　4．5

晒 ＆．8

　5．τ

獲3．8

、撚

15．5

鴨．奄

瑠

凡飼　世帯別

〔：〕全体

函母と子の枇帯
塵璽父と子の世帯

や【前回調査との比較】「友人・知人」が64，9％、「あなたの親」が40，8％、「あなたの兄弟・姉妹」が

　24．8％で、上位3つの意見が今回も同様だが、割合がやや低下している。一方、前回は「特に

　いない」は13．窪％で、今回の方がやや高くなっている。

や親の年齢別では、「あなたの鋤「あなたの兄弟・姉妹」は主に49歳以下で多く回答されており、

　「特にいない」は50歳以上で多くみられる。
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相談相手（年齢別）

相談相手（％・複数回答）

全　体
あなたの

親

あなたの

兄弟・嫡

妹

その他の

親族

友人・知

人

職場の同

僚・上司

区の関係

機関

保育園・

学校など

の先生

医療機関
特にいな
い

その他 無回答

全体
　　619

【100，0｝

　239
138．6｝

　133
｛21，5｝

　28
｛4，5｝

　3アア

｛6⑪．91

　　96
｛15．5｝

　35
｛5，7｝

　44
｛7，1｝

　28
｛4．51

　112
08．1｝

　29
14，7｝

　　8

臼．3）

20歳以下
　　　1

1田D．0｝

　　o

｛0，0｝

　　0

｛0．①

　　o

ω．0｝

　　0

｛o．o〕

　　o

｛0．0｝

　　o

｛0，ω

　　o

｛0，D｝

　　o

ω．0｝

　　0

｛0．0｝

　　o

｛0，0｝

　　　1

1100．ω

20～29歳
　　30
｛100．ω

　　13

｛43．3｝

　　7
｛23．3｝

　　3
佃．o｝

　　18

160．0［

　　7
123．3｝

　　o

ω．0｝

　　5
｛16．7｝

　　1

13．3）

　　7
｛23．3｝

　　1

｛3，3）

　　0

｛0．0｝
年齢別

30～39歳
　　188

0oo，　o｝

　　84

【44，η

　　45

｛23．9｝

　　ア

13，η

　115
｛61．2｝

　　34
【18．1｝

　　9

｛4，8｝

　14
｛7，4｝

　10
15，3｝

　　27

〔14，4｝

　　6

｛3，2｝

　　1

10，5｝

40～49歳
　　303

qOO．0）

　124
〔40，9｝

　　68

｛22．4｝

　13
｛4．3｝

　192
｛63，4｝

　　47

115．51

　22
1ア．3｝

　23
17．6｝

　13
｛4，3｝

　　48

05．8｝

　16
｛5，3｝

　　4

0．3｝

50歳以上
　　84
nDO．o）

　　16

119．o｝

　　12
【14．3｝

　　4

14．8）

　　48

157．1｝

　　7

｛8．3｝

　　3

【3．6｝

　　1

｛1，21

　　3

｛3．6〕

　．24

128．6】

　　6

｛7．1｝

　　0

【0，0｝

無回答
　　13
1100．ω

　　2　　　1
｛15．4｝　｛7．ア｝

　　1

｛ア．η

　　4
｛30．8｝

　　1

｛7．7｝

　　1

｛7．7｝

　　董

｛ア．7｝

　　1

17．7〕

　　6
｛46，2｝

　　o
｛o，⑪｝

　　2
｛15，4｝

単位：上段は回答件数、下段は（％）
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問14）あなたは、子育てについて、どのように感じていますか。

　「楽しいと感じる方が多い」が53．0％と半数を超えており、「とても楽しい」を加えると、『楽しい

（「とても楽しい」と「楽しいと感じる方が多い」の計）』が66．4％に上る。「どちらともいえない」が

22．5％、『つらい（「とてもつらい」「つらいと感じる方が多い」の計）』という回答も10％みられる。

　『楽しい』は母と子の世帯の方が高く、父と子の世帯では「どちらともいえない」が高くなってい

る。

子育て感〔％〕

世帯別

件数

全　　　体
619

母と子の世帯
589

　父と子の世帯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．0　　　　　　　　　　　　0，D

や【前回調査との比較】「とても楽しい』が12．7％、「楽しいと感じる方が多い」が45．8％、「つらいと

　感じる方が多い」が12．5％、「とてもっらい」が1．7％、「どちらともいえない」が24．5％であった。

22



［［．5　仕事について

問15）あなたは、現在、仕事をしていますか。

　仕事を「している」が840％、「していない」が155％である。

　父と子の世帯の就労率は923％と高く、仕事を「していない」は母と子の世帯で15896、父と子

の世帯で77％となっている。

　「している」回答者のうち、「1つしている」が810％と多くを占めており、「複数の仕事をしてい

る」が104％で、「複数の仕事をしている」のは母と子の世帯で多くみられる。

就労状況〔％）

世帯別

全 体

し　　　　　　　　し　　　　　　　　無
て　　　　　　　　　て

い　　　　　　　　　い　　　　　　　　回
る　　　　　　　　　な

　　　　　　　　　い　　　　　　　　答

…嚢難霧蕪蕪織麹薩蒙馨。難嚢鍵嚢 藁　155繍05
、許 頼　罪臓く　憐層　　　　　　　　藺　聯w　蹴購削　　催　距麟一げ

鷹

灘難講難馨鱗雛灘i難難講， 158　03
　　聯

繋雛難灘灘難灘羅鍵熱・嚢難

件数

619

母と子の世帯
589

父と子の世帯

仕事の数〔％）

世帯別

1
複 無

つ 数
し の 回

て 仕

い 事 答

る を

し

て

い

る

懸灘懸羅曝難難灘灘難
置
lo垂 8τ

灘螺い　　鵬　　　　　w　一　　　　　　　h一欝難難嚢鐵鍵羅難難蕪・
＿嬉 iO5

8τ
懲撰’難灘韓熾　一＿一 呈難　　粥　　　　・ ㌔　寵一一一蘇り

＿　　　　　　　　　拳　尻　　垢　　…燃

難藁叢難離難難難難舞難・・　　　　　　　榊い川附　　　　　　　　　　阜

疋　　襲　汎 糊磁　齢

件数

全 体
52e

母と子の世帯
494

父と子の世帯
34

や【前回調査との比較】仕事を「している」（1つだけ・複数の合計）は全体で841％、母子家庭で

　839％、父子家庭で955％であった。
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問16）【現在、仕事をしていない方にお尋ねします。〕あなたは、働きたいと思っていますか。

　未就労者（全体の雀5．5％）では、53．1％が「今は働けないがそのうち働きたい」、3a596が「今す

ぐ働きたい」と回答しており、就労意向は91．6％と特に高い。

就労意向〔％〕

世帯別

今 今 働 そ

す は き の

ぐ 働そ た 他

働 けの い

き なう と

た いち は

い が働 思

き わ

た な

い い

…一　置 53欝鑑難1下
＝

　俘3252
．m

一一
嚢＿．「

謙耶　闇…｛盤　　　隅　　｛　『
1
　　　翫　　　”「

h “ 　萎　53β 25．4
．讐　　　霊　瑞． ．

霧懸議繊叢蟻一懇雛灘 鑛菱懸嚢灘難ii

件数

全 体
96

母と子の世帯
93

父と子の世帯
2

0．oao

や【前回調査との比較】「今すぐ働きたい」が3L7％、「今は働けないがそのうち働きたい」が

　53．3％であった。吟すぐ働きたい」の割合は、今回の方がやや高い。
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問17）仕事をしていない理由は何ですか。

　「自分が病気のため」と「収入・時間について条件のあう仕事がない」がそれぞれ32．3％と多く

なっている。その他では「子どもの世話で働けない」が25．0％となっている。

仕事をしていない理由〔％・複数回答〕

　　　　　　　　　3
件数・9B

2n　　　　　4駐 60
8⑫　　　　　1

25．G

子どもの世話で 砕　　24．7

働けない 0．0

32．3

自分が病気のため 恕　　乱 幅・贈撒灘撫塞i32．＄

0．0

i5．6

家族の介護のため 雲 正ε．旦

0．0

32．3

収入・時間について 灘灘撫藝　・：323
条件のあう仕事がない 圏一

瓢　　　　　　　　　　＿h　　　　　　　　罰
55．“

童6．τ

現在、技能を習得中 粥7．2

D．0

仕事の探し方が

　　　　　わからない 0．0

艀

働く必要がない

2．1

22．2

0．0

24．0

その他 噴23．τ
一．一．　　」 50．0

瞳

凡例　世帯別

口全体
國母と子の世帯
匿遜雪父と子の世帯

【前回調査との比較】「自分が病気のため」が35．0％、「子どもの世話で働けない」が31．7％、「収

入・時間について条件のあう仕事がない」が26．7％であった。今回の方が「子どもの世話で働けな

い」割合は低くなり、「収入・時間について条件のあう仕事がない」が高くなっている。
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問18）【仕事をしている方にお尋ねします。】あなたの仕事の内容はどれですか。

　「事務的な仕事」が36．0％と多く、「専門的・技術的な仕事」が24．8％、「サービス的な仕事」が

17．7％で続いている。

　父と子の世帯では、「専門的・技術的な仕事」が417％と最も多くなっている。

仕事の内容〔％）

世帯別

件数

全　　　体
52a

母と子の世帯
494

父と子の世帯
24

0．0　0，0

登【前回調査との比較】「事務的な仕事」が33，5％、「専門的・技術的な仕事」が26．0％、「サービ

　ス的な仕事」が16，0％であった。
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問19）あなたの仕事の形態は、どれですか。

　『アルバイト・パート・嘱託」と「正社員・正規職員」がそれぞれ38％程度と多くを占めており、「派

遣・契約職員」が霊3．796で続いている。

　父と子の世帯では、「正社員・正規職員」の割合が50．O％と高く、次いで「自営業」が29．2％と高

い。

就労形態〔鮒

世帯別

正 ア 派 自 家 そ

社 ル 遣 営 業 の

員 バ ● 業 の 他
． イ 契 手

正 ト 約 伝

規 o 職 い

職 パ 員

員
「

ト嘱

・ 託

．う

難難嚢難鍵馨藝 38．5
．一一 難13．7 ？・9£5

．6

難慧難難舞 40」

　　導14・0　6・9L4　　爺

講難1灘叢嚢難 8，3　83
｝

　29．2
一

． …瑚

．042－．　揖誠

件数

全　　　体
52匪

母と子の世帯
494

父と子の世帯
24

や【前回調査との比較】「正社員・正規職員」が52．1％、「アルバイト・パート・嘱託」が25．5％で、

　「派遣・契約社員」が9．4％であった。今回の方が「正職員・正規職員」の割合が低くなり、「アル

　バイト・パート嘱託」と「派遣喫約社員」をあわせた非正規雇用の割合が高くなっている。
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問20）ふだん、｛士事先から帰宅されるのは何時頃ですか。（自宅で営業されている方は、終業

　時間で記入してください。）

　　「19時まで」が34．0％と多く、「20時以降」が23．5％、「18時まで」が20、6％となっている。

　　父と子の世帯では、h9時まで」の割合が低く、f18時まで」と「20時以降」の割合がやや高くな

　っている。

帰宅時間〔％〕

世帯別

件数

全　　　体
520

母と子の惟帯

4鱗

父と子の世帯
24

φ【前回調査との比較】「18時まで」が23．0％、「19時まで」が26，6％、「19時以降」が28．0％であ

　った。「19時まで」が前回よりも割合が高くなっている。
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問21）あなたの1週閾の勤務日数及び平均延べ勤務時間はどのくらいですか。日数・時間数

　を記入してください。

　週「5日」勤務が69．2％と多くを占めており、ついで「6日以上」が17．3％、「3～4日」が10．2％と

なっており、週平均勤務日数は5．0日である。

　父と子の世帯では、「5日」の割合がやや低下し、f6日以上」が4L7％と高くなっており、週平

均勤務日数は5．4日で、母と子の世帯は5．0日である。

　1週間の延勤務時間は、全体ではr40～50時間未満」が28．3％でやや多く、「30時閲未満」「30

～ 40時間未満」も20％強回答されており、40時間未満が44．796で、週平均延勤務時間は33．7

時間である。

　父と子の世帯では、40時間未満の割合は大幅に低くなり、「40～50時間未満」が41．7％、「60

時間以上」が25．0％と高くなっており、週平均延勤務時間は43．9時間と多く、母と子の世帯では

33．1時間である。

1週問の勤務日数〔％〕

世帯別

件数

全　　　体
1．0 52＄

母と子の世帯
494

父と子の世帯
26

o．o

1週間の延勤務時間〔％〕

世帯別

3 3 4 5 6 無
0 0 0 0 0

時
～ ～ ～

時 回

問 4 5 6 間

未 0 0 0
以 答

満 時 時 時 上

間 間 間

未 未 未

満 満 満

罰　　　　　　　写

2L帷・ 2＆．3 6．34． 16．0

確

繰
　　轄
．2L3　　一 2？．7 蕎。 16．4

読翫露 ・一一繍羅講 閲四

騰　一鑛鐸繍2．ぎ
亡

4L7 ，2 25．0 8．3

件数

全　　　体
5ZO

母と子の撮帯
494

父と子の世帯
24
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か【前回調査との比較】「5日」が64，0％、6・7日の合計が26．3％であった。週5臼勤務は今回の

　方がやや高い。1週間の延勤務時間は、「40～50時間未満」が40．4％、「30～40時間未満」が

　21，3％、「30時間未満」は10．5％であった。前回に比べ、「40～50時間未満」の割合は低くなり、

　「30時間未満」が高くなっている。

問22）現在の仕事をどのようにお考えですか。

60．2％が「今の仕事を続けたい」と回答しており、「仕事を変えたい」が37．7％となっている。

父と子の世帯では、「今の仕事を続けたい」が75．0％と特に高くなっている。

現在の仕事〔％）

世帯別

今　　　　　　　　仕
の　　　　　　　　事
仕　　　　　　　　を
事　　　　　　　　変
を　　　　　　　　　え

続　　　　　　　　た
け　　　　　　　　い
た

い

無

回

答

雛嚢叢襲闇．織

概　　罰　E　　「…

鰹難懇羅難難謙魏・ 一 38．5閲　』　－2，
難灘灘蒙羅魏鑛藤諜。げ

難嚢議灘難藻難難灘＿
　　　翻
　隔『
20．6　　　42

件数

全 体
526

母と子の世帯
494

父と子の世帯
24

や【前回調査との比較】「今の仕事を続けたいjが65．1％、「仕事を変えたい」は31，3％であった。

　前回に比べ、吟の仕事を続けたい」がやや低くなり、唯事を変えたい」が高くなっている。

φ親の年齢別では、30～39歳は「仕事を変えたい」が45．9％と、転職の意向が高い。

現在の仕事（年齢別）

現在の仕事〔％〕

全　体
今の仕事を

続けたい

仕事を変え

たい
無回答

全体
　　520
｛栂o，o｝

　313
｛60，2｝

　196
｛3了，了｝

　11
｛2．1｝

20歳以下
　　　0

㈲0，0｝

　　o

lO，ω

　　o
〔o．o｝

　　o

ω．0｝

20～29歳
　　23
｛100．ω

　　16

169．6｝

　　了
｛30，4｝

　　o

｛0，ω

年
齢別 3α～39歳

　　157

｛100，0｝

　　83
｛52，9｝

　　72

〔45．91

　　2

0．3｝

40～49歳
　　264

⑳0，0｝

　165
｛62．5｝

　　93
｛35．2｝

　　6

｛2．3｝

50歳以上
　　67
㈹0，ω、

　　44

〔65．η

　　21

131，3｝

　　2

【3．ω

無回答
　　　9

1100．ω

　　5
〔55．61

　　3
｛33．3｝

　　1
01，1｝

単位：上段は回答件数、下段は（％）
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問23【仕事を変えたいとお考えの方にお尋ねします。）仕事を変えたいと思っているのはなぜ

　ですか、主なものに○をつけてください。

　仕事を変えたい回答者（全体の37．7％）の理由は、「収入がよくない」が66．3％と最も多く、父と

子の世帯では特に割合が高くなっている。次いで「その他」や「労働時間が合わない」が20％強で、

その他の選択肢も20％弱となっている。

　　　　仕事を変えたい理由〔器・複数回答ユ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡例　世帯別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔コ全捧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　國母と子の世帯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　國父と子の世帯

　　　　　　　　　　G
件数・196

2ゆ 40 60
SO　　　　　l

㊨5．3

収入がよくない
．

「評「 藤．曲難　内 懸’ 65．8
一 SO．0

一

一 閲酊 一

勤め先が遠い 灘勲1鷺
0．0

17．3

社会保険、年金がない 撫 離き匡7．4

20．0

2L4

労働時問が合わない 躍張撒籔．　　22．1

0．0

13．3

仕事の内容がよくない ゴ譲； 逗勲12．6
＿　2⑰，0

12．s

健康がすぐれない
20．0

16．容

職場環境がよくない 15．3

．

20．α

1昼．9

休みが取りにくい 鰻瀬18．9
幽　．　20．0

子どもの状況

lll

一　　　20．0

2C．4

その他 罷粥 簿難羅瞭20．5
款　　20．0

無　回　答

｛：10．D

や【前回調査との比較】「収入がよくない」が59．3％と最も多かったが、前回に比べ今回は割合が

　特に高くなっている。
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問24）〔全員にうかがいます。】あなたは、資格取得の希望はありますか。

　「取りたいと思う」が41．5％、「取りたいと思うが余裕がない」が37β％、「取りたいと思わない』が

14．2％となっており、取得の希望は79．3％と高い。父と子の世帯は「取りたいと思う」が46．2％とや

や高い。

　取得する余裕がない理由としては、「時間がない」が70．9％、「お金がない」が67，5％とともに高

くなっており、両方を理由に回答している回答者が多くなっている。「お金がない」は母と子の世帯

の回答が多い。

資格取得の希望〔％｝

世帯別

全 体

取　　　　取　　　　　取　　　　　そ　　　　無
り　　　　　り　　　　　り　　　　　の

　　　　　　　　　　　　　　一

1．吊”曽 ・．．：．「・　　．’＿ひ．．・冨・ヒ・．ゴく・1寓」「ζ．…　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　37．ε　　　　　　　i4．2 4．61

．、． 脳獣軍三繋鰍　．　・石・．・・藻罐1魁
　　　　　　　　　　　　37，9　　　　　　　　　　　　　　　　　14，3　　　　5r1　1．・り了　　…　　蒜……1．“…　叫　．・1　〔．穐　［㍑

　　　　　　：識驚撚こ
　　　　　　　　　　　　　　3＆．5　　　　　　　15．41“．＾マ＿・〉『・．．、．「’「ア．、エこぽ・、ち1c津’．「「’．嶺一1内．、1畢

件数

619

母と子の世帯
589

父と子の世帯
26

0，00．O

取得する余裕がない理由〔％〕

　　　　　　　　　　o
件数3234

20 40 6D
80　　　　　iO

マQ．9

時間がない 漂黙． 濃総騙：三r＞蝋諺蝋窺諦三．、　華
一繊驚’「 箭織き：7倉．9

　　馳
凹

胤伽

お金がない 二L聾蛋　　寡 畢鑑諜滋鋸澱
N1
離欝、灘暢羅蕪

聡搬56
i

50．0
一

無　回　答
灘1：1　　．le．0

凡傍　世帯別

口全俸
國母と子の世帯

圏父と子の世帯

φ【前回調査との比較】「取りたいと思う」が25．2％、取りたいと思うが時間・お金・両方がないは合

　計で5α4％であった。前回に比べ資格取得の希望が高い。

や親の年齢別では20～29歳は少数ではあるが、「取りたいと思う」と「取りたいと思うが余裕がな

　い」をあわせると90％を超えており、就労にっながる資格取得の希望が特に高い。
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資格所得の希望（年齢別）

資格取得の希望〔％〕

全　体
取りたいと

思う

取リたいと

思うが余裕

がない

取りたいと

思わない
その他 無回答

全　体
　619
〔100，0｝

　25了

｛41，5｝

　234

｛3ア，81

　88
114．2｝

　30

〔4．8｝

　10

【1．6｝

20歳以下
　　1
｛100，0｝

　0
ω．ω

　o

【0。0

　　o

⑩，ω

　　1

｛100，0

　o
｛0，ω

20～29歳
　　30

σ00，0｝

　、5

｛50，0｝

　12
〔40．0｝

　2
【6．ア｝

　1
｛3，3｝

　o
lO．ω

年齢別

30～39歳
　188
｛100，0｝

　83
〔44，1｝

　69
｛36．7｝

　30
｛16，0｝

　5
12．ア1

　1
①，5｝

40～49歳
　303
000．01

　125

傾，31

　120

｛39、6｝

　36
臼1，9｝

　t5

15，ω

　7
｛2．3〕

50歳以上
　　84

〔100，0〕

　27
｛32，n

　31
136，9｝

　18
【21。4）

　8
｛9．5｝

　0
｛0，0｝

無回答
　　13

｛100．ω

　　7

｛53．8｝

　　2

｛15．4｝

　　2

｛15，4｝

　0
｛0，ω

　　2

α5．4｝

単位：上段は回答件数、下段は（％）
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問25）あなたは、どのような資格を取得したいですか。おもに取得したいものに○をつけて

　ください。

　取得希望者（全体の79．3％）では、「パソコン・OA関係」が42．6％と最も多く、「その他」が

29．9％で続いており、「その他」は父と子の世帯で多くなっている。

　　　　取得したい資格種類〔％・複数回答〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡例　世帯別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口全体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　國母と予の枇帯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遷麺父と子の世帯

件数・491

o
20　　　　　亘o

50
so　　　　　I

42．6

パソコン・OA関係 毎・騨　　蕊⊇ ．＿、　　　　　　　42．τ

36．4
．．一

訪問介護員

響1：1．。4．5

i4．7

介護福祉士 蝦’轍溝霧 15．2

．嚢4．5

9．唾

看護師 翼鱗「ζ9、9

o．o

保育士

12．0

理学療法士・ 醤馴a駐
作業療法士

9．1

20．2

簿記 農繍藤；磯 29．6

羅苺4．5

10．6

運転免許 臆・孫・・10．5

n
＝　．塁． 13．6

19．3

外国語関係 眈マ・こ経羅 20．0
．… 4．5

29．9

その他 畑雛轄．、ヒ濡 、細懸・28＆
一　獣蚕． 59．1

一

無　回　答

φ【前回調査との比較】「パソコン・OA関係」が35，8％、「その他」が17．7％であった。前回に比べ、

　両者の割合は高くなっている。
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｛1．6　お子さんの状況にっいて

問26）【小学校4年以下のお子さんがいる方にお尋ねします。】あなたが働いている問、お子

　さんはどのように過ごしていますか。

　　「保育園・子供園・幼稚園へ行っている』と「学童クラブへ行っている」がそれぞれ27．796、

　26．1％と多くなっており、「保育ママ・認可外保育施設へ行っている」をあわせると、保育サービス

　等の利用は55．7％である。「学童クラブへ行っている」は父と子の慢帯で割合が高い。

就労中の子どもの過ごし方〔％・複数回答）

4騒 60
田o

保育園・子供園・

　幼稚園へ行っている

保育ママ・認可外保育溺・9

　施設へ行っている

学童クラブへ

　　　　行っている’

友人・知人・近所の

入に見てもらっている

勤務先の託児施設に

　　　あずけている

凡例　琶帯別

口全体
國母と予の世帯
腰塾父と子の世帯

や【前回調査との比較】「保育園・幼稚園・学童クラブへ行っている」が643％、「同居の親族がみ

　ている」が23．4％であった。前回に比べ保育サービスの利用率と同居の親族に見てもらう割合

　が低くなっている。
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問27）【全員にうかがいます。】あなたは、お子さんが病気になっ々時どのように対応してい

　ますか。

　「自分が仕事を休む」が72．2％と特に多く、「親族がみる」が34．2％、「その他」が18．霊％となって

おり、これら以外の回答は少ない。

　「自分が仕事を休む」割合は、父と子の世帯の方が高い。

　　　　子どもが病気の時の対応儒・複数回答〕

　　　　　　　　　　　　　　　20
　　伴数＝619
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡例　世帯別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛＝コ全体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匿覆】母と子の世帯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞬父と子の惟帯

近隣の知人・友人に

　　　　　　頼む

1駐

や【前回調査との比較】「自分が仕事を休む」が69，0％、『親族がみる」が35．2％であった。
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問28）あなたは、子育てをするうえで、何か困ったり、悩んだりしていることはありますか。

　r教育・進学のこと」が73．0％と特に多く、「しつけのこと」が33．0％、「健康のこと」が23，6％の順

となっている。

　父と子の世帯では、全体で回答の多かったこれらの3項目以外に、f食事・栄養のこと」「衣類・

身の回りのこと」にも回答がみられる。

子育て上の悩み・困りごと〔％・複数回答〕

　　　　　　0　　　　　20　　　　　40
60 80 lDO

件数・619

7誹．o

教育・進学のこと ．．

門．禅し 灘壽 73．5

65．4

33．o

しつけのこと 駅 32．8

34．6

正5．D

就職のこと 融i
　ま盲

23．匠

健康のこと 誌罵紙羅謙遡23．6
』

26．9

15．7

食事・栄養のこと 溺繍瓢、｝M．窪
30．8

衣脹・身の回りのこと
講麗
鞭禽』鍵…｝5．4

U．0

素行のこと 総」聡転い．4
3．8

10．3

特にない 聯難』lo．2
華＿　H．5

その他
　　7．4
　甥7．5箪蕪　τ．7

無　回　答

揺0．0

凡倒　煙帯別

［コ全体

國母と子の世帯
睡蜀父と子の世帯

や【前回調査との比較】「教育・進学のこと」が6L3％、「しっけのこと」が37．5％、「健康のこと」が

　24．5％で上位3位は今回と同じだが、前回調査に比べ「教育・進学のこと」の割合が高くなって

　いる。
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il．7　ひとり親家庭支援の取り組みについて

問29）あなたがご存知の公的制度はどれですか。また、利鰐状況をお答えください。

　　「児童扶養手当・児童育成手当」と「ひとり親家庭医療費助成」はほとんどの回答者が認知して

　おり、「休養ホーム」が70．1％、「ハローワーク」が69．5％と同程度で続いている。

　　「児童扶養手当・児童育成手当」と「ひとり親家庭医療費助成」は漫帯別で違いはみられない

　が、それ以外の公的制度については母と子の世帯の認知度が高い。

公的懸度の認知〔％・複数回答〕

件数二6童9

0

20　　　40　　　6“　　　8D
13

9

児童扶養手当・ 話燃聯…嚢猷・　騨辮
児童育 手当 綿

95．

ひとり親家庭 騨灘雛灘鹸・繍瞳
95，

96．

医療 助成 　　．
．

32．6

ホームヘルプサービス 簾蜘餓1　猟雛器・三鍵32，6
26．9

旧

70．1

休養ホーム 峯瀦藤融、繍長，・．「．．灘賜．　聾、繍蝋烈　鵡τ1，匹
“ 　．　　　　　　　　　　　　　　50，0

一一一一．臨
46』

母子福祉資金の貸付 叢　　簸　嫌鑓4乳5＿1畏，5

45．7

福祉事務所相談窓口 郷i無：撚瀞．響期糖麗4τ．2
＿譲　1L5

49．4

母子家庭自立支援教育 鵬「．．粥・．．、．取．…・r騰麟　　　鞭5L3

…　　　且L5
訓練給付 業

50．6

母子生活支援施設 蔽蹴臓≧証覇．鰍三註．飛蹴蕩≧撒撫緬2，3
騨　　ll．5

34．4

ファミリーサポート 藁盤慧騨灘灘a46

呂0．2

ショートステイ 囁鰍蘇葦30，9
圃一 15．4

＿癬＿一＿695 1
ハローワーク …黙灘「・…姦　　・　縣　　τ1・

議　　　　．　39．呂

ひとり親Tokyo
　．8，6
蘂・8・5　3．8

正3．6

東京しごとセンター 偲鰍ヒ：璽・13．6

＿羅7．7

その他

無　回　答

1：lO．0

　　凡例　世帯別
98．5　［＝コ全体

lbo』團母と子の騰
　　睡錘1父と子の世帯

や【前回調査との比較】「児童扶養手当・児童育成手当」が92．0％、fひとり親家庭医療費助成」

　が809％、「休養ホーム1が58．3％と前回も認知度が高いが、前回調査に比べ3つとも割合が

　高くなっている。（前回調査では「ハローワーク」は選択肢に含まれていない。）
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　利用状況では、認知度の高い2つの項目は利用率も高く、「児童扶養手当・児童育成手当」が

85．8％、「ひとり親家庭医療費助成」が72．4％となっている。「ハローワーク」は2t2％で、母と子の

家庭で利用率が高い。

　　　　公的制度の利用状況〔％・複数回答〕

　　　　　　　　　o
件数己6童9

29 4G 6¢ 80
ω

85．8

児童扶養手当・ ・轟鷺

． ． 96
児童育成手当

τ2．4

ひとり親家庭 醤惣騰 一羅騨
冒

69．2
医療費助

ホームヘルプサービス
鴛鐸

11．5

14．5

休養ホーム
’ 、館 厘ξ、8

7．τ

母子福祉資金の貸付

熱1：10．0

ll．⑫

福祉事務所相談窓口 二贈雛濾 U．5

0．0

母子家庭自立支援教育

　　　　訓練給付事業

　5．2

0．0

母子生活支援施設

，1：lo．o

ファミリーサポート
鍔　？、了

ショートステイ

｝：1‘3．E

21．2

ハローワーク 聯聡21．7
τ．7

ひとり親Tokyo

1：10．0

東京しごとセンター

。1：10．0

その他

0．0

0．0

0．0

9．了

無　回　答 2駆ミ

3．呂

凡例　世帯別

［：コ全体

匿麹母と子の世帯

睡翻父と子の世帯

φ【前回調査との比較】「児童扶養手当・児童育成手当jが75．9％、fひとり親家庭医療費助成」

　が6L6％であった。前回調査に比べ両者とも利用率は高くなっている。
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問30）今後ひとり親家庭への支援について、必要と思われるものはどれですか。

　「子どもの教育や進学への支援」が59，9％と最も多く、ついで「公営住宅への入居」が38．0％、

「子どもの病気や怪我への保育支援」が29．6％、「保育園・学童クラブなどの充実」が23．496とな

っている。

　多い回答は母と子の世帯、父と子の世帯で同様だが、各選択肢の割合は異なっており、「子ど

もの教育や進学への支援」は母と子の世帯で割合が高く、「子どもの病気や怪我への保育支援」

「家事育児への援助」「資金貸付など経済的な支援」などは父と子の世帯の割合が高くなってい

る。

ひとり親家庭に必要な支援〔％・複数回答）

　　　　　　　　　　　　2『　　　　　　40

子どもの教育や

　　　進学への支

子どもの病気や

　　怪我への保育支援

就職、職業調練など

　　　　　事のこと

保育園・学童クラブ

　　　　などの充実

賃貸住宅入居時の

　　　保証サービス

養育費の確保などの

　　　　　　　こと

ひとり親へのサービス

　　　　の情報提供

資金貸付など経済的な

　　　　　　　支援

畿唇幾毒？　　耀ll

グループ活動への

ひとり親家庭に

理　のある社会づくり

　30．＆

2撃．6

29．4

、ll：1

i5．3

15．3

匡5．4

14．9

i4．5

購瑳

田0

凡例　世帯別

［＝コ全体

巨歪郵母と子の世帯

國父と子の世帯
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や【前回調査との比較】「教育の支援」が44．3％、「公営住宅への入居」が41．0％となっており、前

　回調査と同じ項目に回答が多いが、「教育の支援」は特に高くなっている。

や就労状況別は、未就労者では「就職、職業訓練など仕事のこと」が29．2％と多くなっている。子

　どもの人数別では、「子どもの教育や進学への支援」は子どもの人数が増えると高くなっており、

　「公営住宅への入居」は子どもが3人以上の世帯で44．3％と多くなっている。

ひとり親家庭に必要な支援（就労状況別・子どもの人数別）

ひとり親家庭に必要な支援〔％・複数回答）

全体
しつけの

綴

子どもの

教育や進

学への支

援

家事育児

への援助

子どもの

病気や怪

我への保

灘

献職職
業講陳な

ど仕事の

こと

保育園・

学童クラ

ブなどの

穰

公営住宅

への入居

賃貸住宅

脚保証サー

ビス

養育費の

確保など

のこと

ひとり親

へのサー

ビスの情

轍
御など経済

騰

ひとり親

同±の話

し合える

場・グ

ループ活

動への支

援

ひとり親

家庭に理

解のある

社会づく

り

特にな

い・わか

らない

無回答

全体
　　619

110臣①

　30
｛48｝

　371

159．91

　　87

114．1｝

　…83

｛29．6｝

　119
｛19，2｝

　145
123．4｝

　235

138．Ol

　119
｛1921

　　88

｛14．21

　　95

｛15，31

　　92

〔1491

　18
｛2．9｝

　　88

114，2［

　12
｛1．9｝

　　6

【重，0｝

してい

る

　　520

110色ω

　26
｛5，0｝

　319
｛61，3｝

　　76

114．61

　167
｛32．11

　　91

｛1乳5｝

　119
122．9｝

　202

｛3＆81

　100
｛19．2｝

　　74

｛14鋤

　　アア

｛14，8｝

　　82

115，8｝

　16
｛3．鱒

　　73

儲．0｝

　　9

11．ア）

　　2

億41

就

労

状

況

別

してい

ない

　　　96

｛，oo，　o）

　　4

【4．21

　　51

〔53．1｝

　　11

姻，5｝

　　16

116．ア1

　　28

129．21

　　25

｛26，0｝

　　32

〔33．3｝

　　tg

（19．8｝

　　14

｛14，6｝

　　18

｛1＆8】

　　10

｛1a4｝

　　2

｛2．1｝

　　15

｛156｝

　　3

｛3．1｝

　　2

12，1｝

礁
　　　3，

｛loo．o｝

　　0

⑩．0｝

　　　1

｛33．3｝

　　o

にG｝

　　o

ω．0｝

　　0

｛砿o｝

　　　董

133．3｝

　　　1

133．31

　　0

〔α切

　　o

〔にm

　　9

ω，0｝

　　O

lαo｝

　　0

｛0，01

　　0

［0．0｝

　　o

｛0，0｝

　　2
16E　7｝

全体
　619
【100．0｝

　30
｛48｝

　3アl

l59，9｝

　　8ア

1141｝

　183
【29，61

　119
｛19，2｝

　145
123．4｝

　235
｛3＆o】

　119
｛19，2｝

　　88

114．2｝

　　95

｛15．3】

　　92

114．91

　16
｛2，91

　　88

｛142｝

　12
｛1，9｝

　　6

11．①

子
どもの

1人
　3ア2

1109．o｝

　17
｛4，6｝

　211
｛5S，了｝

　　49

｛t3，2｝

　122
｛32．8｝

　　6ア

（茎B．o｝

　lo5
128、2｝

　t3ア

136．8｝

　　75

⑳2｝

　　48

〔12．9｝

　　56

｛15亀｝

　　4ア

｛12．6｝

　11
｛3．o｝

　　66

韓．乃

　　ア

｛1，9｝

　　2

｛o．5｝

人

2人
　180
｛10圓1

　　7

〔3．9｝

　113
｛62，8）

　　31

｛1ア，2｝

　　46

｛25．6｝

　　39

｛21，η

　　32

｛】ア，8｝

　　70

13＆9｝

　　27

｛15，0｝

　　27

臼珊｝

　　29

｛16．11

　　34

【1＆9）

　　7

｛3，9｝

　16
｛ag｝

　　4

｛2，21

　　3

｛1，ア｝

数

別
3人以
上

　　61

110鼠O｝

　4
｛6，6

　　42

168．9｝

　　4

｛＆6｝

　　15

〔24，61

　　13

121．3｝

　　　8

｛13，勃

　　27

｛44．3｝

　　17

｛27．9｝

　　13

｛21，3〕

　　　9

｛14，8｝

　　　9

｛14，8｝

　　0

⑩．0｝

　　5

｛＆幻

　　1

翻．6｝

　　0

｛伽｝

無回答
　　　6

｛100．田

　　　2

｛註3．3｝

　　　5

｛83，3｝

　　3
｛50．9｝

　　o

〔0．0｝

　　o

｛0．O｝

　　B

｛0．Ol

　　　1

06．ア〕

　　o

①，0｝

　　0

｛αo｝

　　　1

｛16．71

　　　2

133．3｝

　　o

ω，o｝

　　　I

l1＆ア｝

　　0

｛α①

　　　1

116．71

単位：上段は回答件数、下段は（％）
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問31）ひとり親家庭への支援について、ご意見・ご要望がありましたら、自由にお書きくだ

　さい。

　最後に、ひとり親家庭への支援に対する意見・要望を自由に記入してもらったところ、全体の

44．79bとなる277人から、延べ305件の回答を得た。

　児童育成手当やひとり親家庭等医療費助成をはじめ、これまで区が取り組んできた諸事業に

ついて一定の評価をいただくご意見がある一方で、各種手当、住宅、就労、保育・教育、医療な

どの生活全般にわたる切実な声や、区・都・国の取組に対する一層の期待、相談や心理的サポ

ー トの充実、ひとり親に関する情報提供の充実に関する要望が寄せられている。

　なお、以下は、寄せられたご意見等を要約し、主な項目別に整理したものである。

住宅に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾都営・区営住宅に入りやすくしてほしい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30件

母子が安心して入居できる住宅を保障してほしい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5件

公営住宅だけでなく、一般賃貸住宅への入居にっいても支援してほしい。　　　　　　　　　6件

仕事（働き方）・資格に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽採用を進めてほしい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8件

安心して仕事と子育てができる保障がほしい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9件

資格取得の支援を充実してほしい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6件

病児保育等に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　16件

各種手当に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43件

手当を増額してほしい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4件

同居家族の収入を合算しないでほしい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12件

灘醗二膿齢。引き晒，い、　　　1器その他のご要望　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7件

医療費の助成に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13件

保険料・税金に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　5件

教育に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18件

養育費に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　4件

各種支援施策に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　25件
子ども手当に関する額望　　　　　　　　　　　㌻　　、件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…保育・学童クラブに関するご要望　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　12件

子育・応蹴・す・雛　　　　　　　　1　・件その他サービスに関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　7件

情報提供や相談・関する・と．　　　　　　　：〔豆・件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冨綴・心繍サポートを嫉させてほし・・　　　　　　　　　i　・6件
ひとり親に関する情報提供を充実させてほしい　　　　　　　　　　　　　　　i　　　16件

父子家庭に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　4件

社会一般に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　13件

その他のご要望　　　　　　　　　　　　　　i　48件
施策等への感謝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20件
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｛1．8　まとめ

1）ひとり親家庭の動向

　杉並区の人口（住民登録人口と外国人登録人口の計〉は、平成22年4月1日現在、539，2¶

人となっている。そのうち、0～14歳の年少人口は51，490人で人口に占める割合は9．596と低い

ものの、近年は5歳以下の就学前人口が増加傾向となっている。（「杉並区苧ども・子育て行動計

画（後期計画）」より）

　一方、全国的にひとり親家庭が増加しているなか、杉並区においては平成17年国勢調査によ

ると、18歳未満の子どものいる世帯が36，734世帯で、そのうち、ひとり親世帯（父と子の世帯と母

と子の世帯の計）は3，425世帯で9．3％を占めている。これまでの国勢調査のひとり親家庭数は、

平成7年は3，379世帯、平成12年は3，357世帯と同程度であったが、平成17年は全国と同様に

増加傾向にある。

　近年、婚姻件数は平成18年から20年にかけては4，300件台であったが、平成21年は4，232

件となっている。一方、離婚件数は平成12年から15年にかけては1，000件程度であったが、近

年は950件前後で推移しており、平成21年は944件となっている。

（世帯）　　　　　　　　平成7年　平成12年　平成17年

一般世帯合計 244，595 267，206 277，946

男親と子どもq8歳未満）から成る世帯 384 348 373

母親と子ども（18歳未満）から成る世帯 2，996 3，009 3，052

ひとり親家庭計 3β79 3，357 3，425

一般世帯に占める割合 t3896 1．26％ 1．23％

（国勢調査・各年裕月1日現在）

（件）　　　　平成17年　平成18年　平成19年　平成20年　平成21年

婚姻数 4」53 4，366 4β47 4，391
41232

離婚数 952 999 985 954 944

（厚生労働省人口動態統計）

2）調蛮結果のまとめ

　調査結果から、ひとり親家庭の状況等に関する主な項目を、前回調査も踏まえてまとめると、

以下のとおりである。

【ひとり家庭の状況について】

φひとり親家庭の親の平均年齢は、41．8歳（女性41．7歳、男性44．7歳）であり、前回調査（女性

　42．5歳、男性47、4歳）よりもやや若年化し、ひとり親家庭となる年齢が低下する傾向にある。ま

　た、ひとり親になった時の一番下の子どもの年齢は、母と子の世帯で4．4歳、父と子の世帯で

　5，5歳と、前回調査（母子家庭4．6歳、父子家庭62歳）よりも、低くなっている。

φひとり親となった理由として「離婚」の占める割合が、前回の63．7％から75．6％に、大きく増加し

　ている。また、「非婚（未婚）での出産など」が前回調査の8．0％から9．9％になり、未婚・非婚の

　ひとり親家庭もやや増加している。

やひとり親となる理由として離婚・未婚が増加し、親と子の年齢の低下傾向が見られる。
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【収入・仕事について】

φ就労状況については、母と子の世帯は83．9％、父と子の世帯が92．3％となっており、前回調査

　と同様の結果となっている。

や就労形態については、父と子の家庭ではf正社員・正規職員」が50．0％であるのに対し、母と子

　の世帯では37ρ％となり、前回調査と同様の差が生じているものの、今回の調査の方が非正規

　雇用の割合が高くなっている。

φまた、収入にっいても、「あなた自身の働きによる収入」の回答が、母と子の世帯で77．4％、父と

　子の家庭で92．3％と差が出ており、前回調査と同様の結果である。

や所得の状況については、今回の調査の対象者は、所得制限の設けられている児童育成手当

　受給者から抽出しているため、前回調査との比較を行うことは難しいが、250万円未満の世帯が

　母と子の世帯で59，6％、父と子の世帯で42．3％となっており、特に母と子の世帯では過半数と

　なっている。

【日常生活の悩みやストレス】

や悩みごとについては、「生活費のこと」が64．8％、「仕事のこと」が56，2％、「住宅のこと」が

　46．4％となっており、前回に比べて「生活費のこと」が59，7％、「仕事のこと」が5G．2％から、増加

　している。

φ近年の経済情勢や雇用状況の悪化等を背景に、収入が不安定なものとなり、生活費に対する

　不安も増している実態が伺える。

【今後のひとり親家庭への支援について】

や「子どもの教育や進学への支援」が59．9％と最も多く、ついで「公営住宅への入居」が38．0％、

　「子どもの病気や怪我への保育支援」が29．6％、「保育園・学童クラブの充実」が23．4％となっ

　ている。前回調査では、「教育の支援」が44．3％、「公営住宅への入居」が41．0％となっており、

　前回とほぼ同様の項目となっているが、「教育の支援」が特に高くなっている。

奇また、自由意見でも上記と同趣旨の意見が多く記載されているが、そのほかにも、ひとり親支援

　に関する情報提供や、心理的サポート・相談機能の充実に関する意見などが寄せられている。
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項目 全　体（619件） 母と子の世帯（589件） 父と子の世帯（26件）

家庭状況 ・ 親の平均年齢41．8歳。 ・ 母親の平均年齢41．フ ・ 父親の平均年齢44コ
歳。40歳代が半数。 歳。30・40・50歳代が

30％強。

・ひとり親になった時の一 ・ひとり親となった時の一 ・ひとり親となった時の一

番下の子どもの年齢は平 番下の子どもの平均年 番下の子どもの平均年

均4．5歳。 齢は4．4歳。 齢は5．5歳。

ひとり親 ・ 離婚が75．696、死別と ・ 非婚（未婚）での出産な ・ 離婚が69．296と低く、死

となった 非婚（未婚〉での出産 どが毛0．4％。 別が30．8％と高い。

理由 などが9．9％。

仕事 ・ 就労率は84％。 ・ 就労率は83．9％。うち複 ・ 就労率は92．3％。

数の仕事をしている割

合は10％強。
・ 就労形態はアルバイト・ ・ 就労形態はアルバイト・ ・就労形態は正社員・正

パート・嘱託と正社員・ パート・嘱託が40％、 規職員が50％、自営

正規職員がそれぞれ 正社員・正規職員が 業が29％。

38％程度。派遣・契約 37％、派遣・契約職員

職員が13．7％。 が14％。

収入 ・自身の働きによる収入 ・ 自身の働きによる収入 ・ 自身の働きによる収入

は80％弱、子ども手当 は80％弱、子ども手当 が大半を占めている。

等は70％弱。 等は70％弱。

・年収250万円未満の世 ・ 年収250万円未満の世 ・年収250万円未満の世
帯が58．5％。 帯が59．6％。 帯が42β％。

悩みや困 ・ 生活費のこと、仕事のこ ・住宅のこと、健康・病気 ・家事全般のこと、自分

りごと とが全体的に多い。 のこと、養育費のこと の時間を十分にとれな

が多い。 いこと、相談する相手

がいないことが多い。

・ 子育ての悩みは、教育・ ・ 子育ての悩みは、食事・

進学のこと73％、しっ 栄養のこと、衣類・身

けのこと33％、健康の の回りのことが多い。

こと24％。

子育て支 ・児童扶養手当・児童育 ・ 認知度が全般的に高 ・ 児童扶養手当・児童育

援策 成手当とひとり親家庭 い。 成手当とひとり親家庭

医療費助成はほとんど 医療費助成以外は、母

が認知している。 と子の世帯に比べ認
知度は低い。

・ 子どもの教育や進学へ ・ホームヘルプサービス

の支援、公営住宅への の利用がやや多いが、

入居支援が多く回答さ それ以外は利用率が
れている。 低い。

・ 自由意見では、ひとり親 ・自由意見では、母子家

に関する情報提供や 庭と父子家庭で支援に

心理的サポート・相談 差を感じている意見が

機能の充実に関する みられる。

意見が多く寄せられて
いる。
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1縫．資料

認査票
　　　　　　杉並区ひとり親家庭アンケート調査

　　　　　　　　　　　　　ご協力のお願い

　皆様にはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

　さて、杉並区では、このたび区内のひとり親家庭の皆様を対象に、「ひとり親家庭

アンケート調盗」を行うことといたしました。

　平成17年7月にも同様の調査を行っていますが、この調査から5年を経過し、社
会経済状況も大きく変化しています。

　このため、区内のひとり親家庭の皆様の暮らしの実態や子育ての悩み・要望等を新

たに把握し、今後の「ひとり親家庭」に対する支援に役立てるために、本調査を実施す

ることにいたしました。’

　調査にあたりましては、区内の児童育成手当受給申の世帯の中から、無作為に
1，50σ人の方々を調査対象者に選ばせていただきました。

　なお、皆様からいただいた回答は、今後杉並区が支援策を検討していくための基礎

資料とするもので、回答者個人が特定されたり、個惣の回答内容が他にもれたり、他

の目的に利用されたりすることは一切ありません。

　お忙しいところ誠に恐縮でございますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力く

ださいますようお願い申し上げます。

平成23年1月
杉　並　区

　　　　　　　　　　　　　ご記入に際してのお願い

1　回答は、選択肢の記号に○をっけて選んでいただく場合と、数字などをご記入して

いただく場合がございます。

2　回答が「その他」にあてはまる場合は、その記号を○で囲み、（

的に記入をお願いします。

）の申に具体

3　質問によっては、ご回答をいただく方が限られる場合があります。注意書きに従っ

て回答をお願いします。．

4　記入が済みましたら、お手数ですが同封の返信用封筒に入れ2月13日（日）までに

投函していただきますよう、よろしくわ願いレます。

〈調査に関する問い合わせ先〉

　杉並区保健福祉部　子育て支援課　子ども家庭支援センター　ひとり親家庭支援担当

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　03－5929－1902

※　この調査は杉並区が実施し、アンケート用紙の配布・回収と集計を株式会社ぎょうせいに

委託しています。委託にあたりましては、個人情報保護条例の規定に基づき、個人情報の適

　切な管理を指示しております。
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　　　　　　　　　　　　【あなたのご家庭についてコ

問1）あなたの性別と年齢をお答えください。（性別はどちらかにO、平成23年1
　月現在の年齢を記入してください。）

問2）現在、あなたと同居しているお子さんは何人ですか。また、その他同居してい

　る方は何人ですか。あてはまる欄にそれぞれの人数を記入してください。

子どもの人数

小学校

入学前
小学生 中学生 高校生

大学・短大

専門学校
就職 その他

人 人 人 人 人 人 人

その他の同居の人数

あなたの父母 あなたの兄弟姉妹 あなたの祖父母 その他の親戚 その他

人 人 人 人 入

問3）ひとり親になった時、一番下のお子さんは何歳でしたか。お子さんの当時の年

　齢を記入してください。妊娠中だった方は妊娠中にOをつけてください。）。

（一番下の）お子さんの当時の年齢→
【

】歳の時 妊娠中

間4）あなたがひとり親になった理由は何ですか。あてはまるものにOをつけてくだ

　さい。

ア　死別

工　別居

イ　離婚

オ　その他

ウ　非婚（末婚）での出産など

問5）ひとり親世帯になって何年になりますか。あてはまるものにOをつけてくださ

　い。

ア　1年未満

工　了年～9年

イ　1年～3年

オ　10年以上

ウ　4年～6年

　　　　　　　　　　　　　　　【住居についてΣ

問6）あなたの現在の住居は次のどれですか。あてはまるものにOをつけてください。

ア　あなた名義の持ち家

ウ公営賃貸住宅

オ　社宅・会社の寮

イ　あなた以外の家族名義の持ち家

工民間賃貸住宅

力　その他（　　　　　　　　　　）

問7）家賃や住宅［］一ン代など、あなたが毎月負担している住居費はどれくらいです

　か。あてはまるものに○をつけてください。

ア　負担額なし　　　　　　イ　・2万円未満　　　　　　ウ　2万円～5万円未満

エ　5万円～8万円未満　　オ　8万円～11万円未満　　力　11万円～14万円未満

キ　14万円～1了万未満　　　ク　1了万円～20万円未満　　ケ　20万円以上
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【世帯の家計の状況と養育費についてΣ

問8）あなたの世帯全体の1ヶ月の収入（手取り）は次のどれですか。あてはまるも

　のにOをつけ、1ヶ月の平均的な金額をご記入ください。

ア　あなた自身の働きによる収入　　→　月平均　約　　【

イ　子どもの働きによる収入　　　　→　月平均　約　　【

ウ　±地や建物、利子による収入　　→　月平均　約　　【

工　子ども手当・児童扶養手当・児童育成手当　の　月平均　約

オ　親族からの援助　→　月平均　約　　【　　　　　】円

力　別れた配偶者からの養濤費等　→　月平均　約　　【

キ　その他（　　　　　　　）→　月平均　細　　【

【

】円

】円

】円

】円

】円

】円

問9）あなたの世帯の収入（手取り）は1年間では、どれくらいになりますか。あて

　はまるものに○をつけてください。　　　　　　1

ア

ウ

オ

キ

ケ

100万円未満
150万円以」二200天5円未｝蒲

250万円以上300万円未満
350万円以上400万円未満
500万円以上600万円未満

イ

工

力

ク

コ

100万円以上150万円未満
200万円以上250万円未満
300万円以上350万円末満
400万円以上500万円未満
600万円以上

問10）現在養育費を受け取っていますか。あてはまるものにOをつけてください。

　アの場合は1ヶ月の平均金額を記入してください。

ア　受け取っている　→　　【1ケ月平均

イ　かつて受け取っていた　⇒問質ヘ

ウ　受け取っていない　→問12へ

円　】→問質へ

間11）【受け取っている・かつて受け取っていた方にお尋ねします。】養育費につい

　ては、取り決めましたか。また、取り決めたときの方法は何ですか。

ア　取り決めた　→方法は　　a

　　　　　　　　　　　　　b
C

d

e

イ　取り決めていない　→　　その理由は

口頭による約束

協議書（公正証書）

家裁が作る調書

裁判所が作る判決書・和解調書

その他

　　　　（
）
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　　　　　　　　　　【日常生活の悩みや照りごとについてΣ

問12）あなたは、日常生活で悩みやストレスがありますか。その原因はどんなこと

　ですか。現在（a）と過去（bひとり親になった当時）で、あてはまるものすべて

　に○をつけてください。

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

セ

特1こはない

生活費のこと　→（a　現在　　b　過去　〉

仕事のこと　→（a　現在　　b　過去　）

住宅のこと　→（　a　現在　　b　過去　）

家事全般のこと　　→（a　現在　　b　過去　）

子どもの保育のこと　　→（　a　現在　　b　過去　）

入間関係のこと　　→（a　現在　　b　過去　）

健康・病気のこと　　→（　a　現在　　b　過去　）

自分の時間を十分にとれないこと　→（a現在　　b

子どもを叱りすぎたりしてしまうこと　→（a現在

子どもとの時間を十分にとれないこと　→（a　現在

相談する相手がいないこと　→（a　現在　　b　過去

養育費のこと　→（a現在　　b　過去　）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

過去　）

b　過去　）

b　過去　）
）

問13）あなたは、悩みやストレスを感じた時は、誰に相談をしますか。あてはまる

　ものすぺてに○をつけてください。

ア

ウ

オ

カ

キ

ケ

あなたの親　　　　　　　　　　イ　あなたの兄弟・姉妹

その他の親族　　　　　　　　　工　友人・知人

職場の同僚・上司

区の関係機関（福祉事務所・ゆうライン・保健センター等）

保壽園・学校などの先生　　　　　ク　医療機関

特にいない　　　　　　　　　　コ　その他（
）

問14）あなたは、子育てについて、どのように感じていますか。あてはまるものに

　○をつけてください。

ア　とても楽しい

ウ　つらいと感じるほうが多い

オ　どちらともいえない

イ　楽しいと感じる方が多い

エ　とてもつらい

　　　　　　　　　　　　　　　【佳事についてΣ

問15）あなたは、現在、仕事をしていますか。あてはまるものに○をつけてくださ

　い。

ア　している　→　　（a　1つしている

イ　していない→問16・1了へ

b　複数の仕事をしている）⇒問18へ
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問16）【現在、仕事をしていない方にお尋ねします。】あなたは、働きたいと思って

　いますか。あてはまるものに○をつけてください。

ア　今すぐ働きたい

ウ　働きたいとは思わない

イ　今は働けないがそのうち働きたい

エ　その他（　　　　　　　　　）

問17）仕事をしていない理由は何ですか。あてはまるものすべてに○をつけてくだ

　さい。

ア　子どもの世話で働けない

ウ　家族の倉護のため

オ　現在、技能を習得中

キ　働く必要がない

イ

エ

カ

ク

自分が病気のため

収入・躇間について条件のあう仕事がない

仕事の探し方がわからない

その他（　　　　　　　　　　　）

⇒仕事をしていない方は問24へ

問18）【仕事をしている方にお尋ねします。】あなたの仕事の内容はどれですか。あ

　てはまるもの1つに○をつけてください。（複数の仕事を持っている方は、主たる仕

　事についてお答えください。）

ア

エ

キ

専門的・技術的な仕事　イ

営業・販売の仕事　　　オ

その他（

管理的な仕事

サービス的な仕事

　　　　〉

ウ　事務的な仕事

力生産・労務の仕事

悶19）あなたの仕事の形態は、どれですか。あてはまるものにOをつけてください。

　（複数の仕事を持っている方は、主たる仕事についてお答えください。）

ア　正社員・正規職員　　イ　アルバイト・パート・嘱託　ウ　派遣・契約職員

工自営業　　　オ家業の手伝い　　　カその他（　
）

問20）ふだん、仕事先から帰宅されるのは何時頃ですか。あてはまるものにOをつ
　けてください。（自宅で営業されている方は、終業時間で記入してください。）

ア　16時まで

工　19時まで

イ　1了時まで

オ20時以降

ウ　18時まで

カ　その他（
〉

問21）あなたの1週間の勤務日数及び平均延べ勤務時間はどのくらいですか。日数・

　時間数を記入してください。

勤務日数→　　週【 】B 延勤務時間　週【 】時間

問22）現在の仕事をどのようにお考えですか、あてはまるものに○をつけてくださ
　い。

ア　今の仕事を続けたい　⇒問24へ イ　仕事を変えたい　⇒問23へ

問23【仕事を変えたいとお考えの方にお尋ねします。】仕事を変えたいと思っている

　のはなぜですか、主なものにOをつけてください（3つ以内）。

ア

ウ

オ

キ

ケ

収入がよくない

社会保険、年金がない

仕事の内容がよくない

職場環境がよくない

子どもの状況

イ　勤め先が遠い

エ　労働時間が合わない

力　健康がすぐれない

ク　体みが取りにくい

コ　その他（
）
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問24）【全員にうかがいます。〕あなたは、資格取得の希望はありますか。あてはま

　るものに○をつけてください。

ア

イ

ウ

エ

取りたいと思う　→問25へ

取りたいと思うが余裕がない　→（a時閤がない　b　お金がない）→問25へ

取りたいと思わない

その他（　　　　　　　　　〉

問25）あなたは、どのような資格を取得したいですか。おもに取得したいものに○

　をつけてください（3つ以内）。

ア

ウ

オ

キ

ケ

パソコン・OA関係

倉護福祉士

保育士

簿記

外国語関係

イ

エ

カ

ク

コ

訪問介護員（ホームヘルパー）

看護師

理学療法士・作業療法士

運転免許

その他（　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　【お子さんの状況についてΣ

問26）【小学校4年以下のお子さんがいる方にお尋ねします。】あなたが働いている

　閾、お子さんはどのように過ごしていますか。あてはまるものすべてに○をつけて

　ください。

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

自分が見ている

同居の親族が見ている

別居の親族が見ている

保育園・子供園・幼稚園へ行っている

保育ママ・認可外保湾施設へ行っている

学童クラブへ行っている

友入・知人・近所の人に見てもらっている

勤務先の託児施設にあずけている

その他（　　　　　　　　　　）

問27）【全員にうかがいます。】あなたは、お子さんが病気になった時どのように対

　応していますか。あてはまるものすべてにOをつけてください。

ア

ウ

オ

自分が仕事を休む

近隣の知人・友人に頼む

ベビーシッター

イ

エ

カ

親族がみる

病時・病後児保育

その他（
）

問28）あなたは、子育てをするうえで、何か困ったり、悩んだりしていることはあ

　りますか。おもなものに○をつけてください（3つ以内）。

ア

エ

キ

ケ

教育゜進学のこと

健康のこと

素行のこと

その他（

イ

オ

ク

しつけのこと

食事’栄養のこと

特にない

　　　　）

ウ　就職のこと

力　衣服・身の回りのこと
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【その他のことについてコ

問29）あなたがご存知の公的制度はどれですか。また、利用状況をお答えください。

　知っているもの、利用中、利用したものすぺてに○をつけてください。

ア　児童扶養手当・児童育成手当　→（a　知っている　　b　利用中・利用した）

イ　ひとり親家庭医療費助成　→（a知っている　　b利用中・利用した〉

ウ　ホームヘルプサービス『（公費助成）

　→（a　知っている　　b　利用中・利用した）

工体養ホーム（宿泊施設の助成）→（a知っている　b利用中・利用した）

オ　母子福祉資金の貸偲　→（a　知っている　　b利用中・利用した）

力　福祉事務所相談窓口（母子自立支援員〉

　→（a　知っている　　b　利用中・利用した）

キ　母子家庭自立支援教育訓練給付事業（受講料助成）

　→（a　知っている　　b　利用中・利用した〉

ク　母子生活支援施設GB母子寮）→（a　知っている　　b利用中・利用した）

ケファミリーサポート→（a知っている　b利用中・利用した利用した）

コ　ショートステイ　→（a知っている　　b利用中・利用した）

サハローワーク（職業相談・支援メニュー紹介）
　→（a　知っている　　6　利用中・利用した）

シ　ひとり親丁okyo（職業相談・養育費相談外支援メニュー紹介〉

　→（a　知っている　　b　利用中・利用した）

ス　東京しごとセンター（職業相談・支援メニュー紹介〉

　→（a　知っている　　b　利用中・利用した）

セ　その他（　　　　　　　　　　）

問30）今後ひとり親家庭への支援について、必要と思われるものはどれですか。あ

　てはまるものに○をつけてください（3つ以内）。

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

セ

しつけの相談

子どもの教育や進学への支援

家事育児への援助

子どもの病気や怪我への保育支援

就職、職業訓練など住事のこと

保育園・学童クラブなどの充実

公営住宅への入居

賃貸住宅入居時の保証サービス

養育費の確保などのこと

ひとり親へのサービスの情報提供

資金貸付など経済的な支援

ひとり親同士の話し合える場・グループ活動への支援

ひとり親家庭に理解のある社会づくり

特にない・わからない
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問31）ひとり親家庭への支援にっいて、ご意見・ご要望がありましたら、自由にお

　書きください。

お忙しいところ、ご協力ありがとうございました。

返信用封筒に入れ（切手は不要です。）、2月13日 （日）までに返送してください。
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自由意見（問31）の概要

く住宅に関すること〉 計　41件

都営・区営住宅に入りやすくしてほしい。 30件

　・区の公営住宅をもっと増やしてほしい。

　ひとり親家庭にまず必要なのは、住宅ではないか。安心して暮らせる家が（部屋が）区から提供され

　ることを望む。

　・公営住宅をもっと増やしてほしい。

・ 母子家庭になるべく優先的に都営住宅へ入れるようにしてほしい。

・毎月の住居費が負担。公営住宅に入居できればよい。

・ 公営住宅などに入りやすくしてほしい。

・ 公営住宅に申し込んでいるが、少しも当たらない。

・ 何度となく都営住宅などに応募しているが、なかなか当たらない。

・ 都営住宅の空きが少なく入居が厳しい。

・ 住宅（都営・区営など）不安を無くしてほしい。

　都営住宅などに申し込みを何回かしているが、なかなか当選しないのでその点考えてくれたらありが
　たい。

　ひとり親になると、経済的にとても苦しくなる。区営住宅なども何度も申し込んでも当たらず大変であ
巳

る。

．やはり一番は持ち家のない世帯の住宅の事だと思う。民間の賃貸住宅は家賃が高すぎる。公営住

　宅の優先的入居などの支援があれば、生活費を衣食住以外の事にまわす事ができる。

　ひとり親は団地の応募条件を緩和するとか、過去に10年以上東京に住んでいた事実があればよい
　とするなど、柔軟に対応していただきたい。

　東京は家賃が高いので、一番の負担になっている。もっと公営住宅を増やして、優遇・永久入居で
　きるようにしていただけると大変助かる。

・ 都営住宅に申し込んでいるが、なかなか当選できない。

　ずっと都営・区営住宅に応募しているが、未だ当選できていない。空き待ちについては、まず空きが
・ なければ募集をかけるべきではないと思う。民間の賃貸住宅も民間と区が提携して、安く住まわせて
　くれるようなシステムを作ってほしいと思う。

都営・区営に入れず、残念な思いをしている。区営住宅の方は優遇抽選だと、下の子が18歳になっ
たら退去しなければならないというきまりにはいつも疑問を感じる。

何度も都営に応募しているのだが、当たらず大変困っている。もう少し母子が住みやすい部屋を多
く作ってもらいたい。

・ 都営住宅や区営住宅などの公営住宅を、もっと優先的に入居できるようにしてほしい。

都営住宅の募集がある度に申し込んでいたが、全く当たらず、気持ちが落ち込むばかり。貯金がで
きない。

・ひとり親の住居費を公的かつ優先に入居、援助できる区政になってもらいたい。

・ 公営住宅の斡旋。
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母子寮（母子生活支援施設）は、整備された物が増えていくとよい。公営住宅への優先入居の強
’

化。

・ もっと母子寮（母性生活支援施設）を各所に作ってほしい。

・家賃の補助、特に公的住宅への斡旋を強く願っている。

・公共の住宅を充実させてほしい。

・都営住宅に入りたいが、杉並区は少ない上に倍率が高くて当らない。

都営にも応募しているが杉並区は倍率が高く、空きもなかなか出ないため難しい。もっと本当に必要

としている人が住めるようにしてほしい。

・ 公営住宅への入居をしやすくしてほしい。

母子が安心して入居できる住宅を保障してほしい。 5件

・母子が安心して住める家をもっと増やしてほしい。

・ 住宅への支援にもっとカを入れてほしい。

引越し時に、仕事や収入の事で貸してもらえなかった。子どもを面倒みてもらえる所がなく、心細い

思いをしている。

・ ひとり親専用の共同住宅があればよい。

・ 子ども手当より住居等の保障があるとよい。

公営住宅だけでなく、一般賃貸住宅への入居についても支援してほしい。 6件

・ 住宅に関しては、民間との協力で、格安で貸してくれればよいのにとよく思う。

・ 住居も公営住宅だけでなく、一般の賃貸住居にも何らかの形で支援していただきたい。

・ 持ち家が無い場合、家賃の負担が大きい。

・ 杉並では家賃が高く、公的住宅に入れないと大変で家賃助成があるとよい。

ひとり親で公営住宅に入る資格がありながらも入ることができない家庭に、何らかの援助があると助
唇

かる。

・ 生活の中で家賃が一番かかるので、住宅補助があるとよい。

〈仕事（働き方）・資格に関すること〉 計　24件

採用を進めてほしい。 8件

・ 企業側で「母子家庭枠」を作って積極的に採用を進めてほしい。

・ 仕事が見っからない。

・ 就職の斡旋などしていただければ嬉しい。

・ 仕事を探すのが大変である。

・ 衣食住特に食住への充実と、親の就労への援助をしてほしい。

・ ひとり親の働き先に積極的に正社員になれるように声かけしてほしい。

仕事を探しているが、年齢がいってから見つけるには難しく、これと言って資格がないので大変困っ

ている。年齢がいっている人が働けるような情報がいっぱい聞けるとよいと思う。
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色々サービスがあることはわかっていても、実際どのように利用したらよいかわからないのが現状。ハ

ローワークとまではいかないが、長期的に一定期間働ける場の紹介をしてもらいたい。

安心して仕事と子育てができる保障がほしい。 9件

・ もう少し安心して働ける保障があるとよい。

・ひとり親の仕事のあり方を考えてほしい。

・ 充分な収入を得ようとすれば、長時間働かなければならず、子どもといる時間が少なくなる。

・ 仕事を変えてしまうと融通がきかないので、なかなか今のパートの仕事を変えられない。

・ 働ける環境に少しでもカを貸していただけたらと思う。

・制度的に早退できたり、残業をしなくてよいなど、子育てのためのフォローを考えてほしい。

・もう少し正社員等で働くひとり親家庭にも支援があってもよいのではないか。

・ もう少し仕事ができる状況にしてほしい。

・ 子育てしながらのこれ以上の勤務は難しいので、会社側の理解が得られると働きやすい。

資格取得の支援を充実してほしい。 6件

・資格をとっても、仕事に結びっかない。

・ いっでも資格を得られる態勢をつくってほしい。

・ 資格を取りたいと思っても、仕事がなくなり収入がない。

資格取得支援についても、対象とする資格を見直してほしい。当事者がチャレンジしようとする資格

なら制限を設けず応援してほしい。

．ひとり親は資格取得・キャリアアップを図りたいと考えている人が多い。教育訓練給付金の縮小

（40％→20％）、在宅就業支援。意向とは全く逆方向に進んでいる。

就職支援職業安定訓練によりパソコンのスキルアップ等ができ、とても感謝しているが、修了後の職

業の斡旋にっいてはあまりにもフォローがない。

〈病児保育等に関すること〉 計16件
・病中・病後児保育があればよいと思う。

・ 病児保育の公的支援を増やしてほしい。

就学前には使えていた病児・病後児保育の施設を使えるようにしてもらえるように提案をお願いす
眞る。

・ 病中保育をしっかりやってほしい。

・ 病児保育の場所を増やすなどしてほしい。

・ 子どもの病気の時にも預かってくれるところがあると助かる。

・ 子どもが病気した時に仕事を早退や休みにしなくてはならず、長く勤めるのが難しい。

．ファミリーサポートについて、子どもの急な病気の時や、仕事の都合上休むのが難しい時に、電話1
本で預かってくれるような体制にしてほしい。

・ 病児・病後児保育ができる病院施設がもう少し増えるととても助かると思う。
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・ 子どもがインフルエンザや水癌瘡になった時に、預かってくれるところがあるととても助かる。

・杉並区には小学生、中学生の病後児保育がない。早く対応してくださると助かる。

・病時保育があるとよい。

・子どもが病気になった時に看ていただける方がいたら大変助かる。

・ 子どもが病気でも預かってくれる施設を作ってほしい。

・ 病気のなどの時に預けられる所をもっと増やしていただきたい。

・ 現在、病時、病後児保育はあると思うが、場所が遠くなかなか利用しづらい。

〈各種手当に関すること〉 計43件
手当を増額してほしい。 4件

・ 手当を増やしてほしい。

・児童扶養手当の増額を希望。収入によらず、都営交通ワk道代援助、医療費の助成は受けたい。

子ども手当を、所得に応じて増やしてほしい。児童扶養手当をもらっている人だけが交通費や水道
代が割引されるのはおかしい。

児童扶養手当・育成手当などを増額してほしい。親と同居しているからといって減額しないでほし
’

い。

同居家族の収入を合算しないでほしい。 12件
・ 同居家族の収入を飼故自分の収入に合わせるのだろうか。手当がいっももらえない。

・ 同居している人の収入まで含めて支援額を決めるのはおかしい。

親や兄弟と住んでいると、その人たちの収入をみられ、全く支援がない。親や兄弟は、心のケアをし

てくれるたやにいてくれているだけで、全くお金の援助はない。

・ 家族と暮していても、年収を合わせてしまうと手当はもらえない。

両親の年金を世帯収入に換算され、児童扶養手当や医療費助成等受けられない。実情は厳しい
経済状態である。

自分の両親と同居の場合にも、ひとり親手当を全て受け取れるようにしてほしい。医療費助成を適
応してほしい。

・両親との同居を理由に色々な支援を受ける事が不可能な事が多くあった。

・ 同居の家族がいると収入が合算され、色々サービスが受けられずおかしいと思う。

自分の親と同居をしているため、ひとり親でも受けられない支援が他の方よりある。同居で判断され
てしまうのはつらい。

児童扶養手当や児童育成手当も家族の年収ではなく、子どもの親の年収だけ見てもらえるようにし
　てほしい。

世帯は別なのに同居していると、どうして児童扶養手当ができないのかそんなのはおかしい。医療
費助成も受けられず、同居しているだけで損だ。

・両親と同居をしているが、生活費は別にしている。児童扶養手当が受けられず、困っている。

手当の所得制限をなくしてほしい。 5件

・ 少しだけ収入が増えたのに児童手当が少なくなってしまう。受給額を減らすのはやめてもらいたい。噛

・ 児童扶養手当や母親の医療費補助の収入限度が低すぎる。
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・手当の藤得制限が中途半端で、もらえる年ともらえない年があってっらい。

．収入アップのために資格をとって収入をあげたが、扶養手当に収入制限があり、10年位前のように

金額をもらえなくなった。頑張ったのにおかしい気がする。

・ 前年度の収入で補助金を決めるのはやめてほしい。

手当の支給対象となる子どもの年齢を引き上げてほしい。 15件
・ 子どもが成人になるまでは手当を出してほしい。

・ 子どもに一番お金がかかる進学時に支援が終わる。もう少し長いと助かる。

・ 大学が一番お金がかかるので、せめて20歳までにしてほしい。

子どもの満18歳までの保障は、ひとり親家庭が増えたとしても最後まで保障してほしい。養育費がな
　い家庭にとって、とても安心感がある。

　高校生、大学生になると、食費に学費、その他でもお金は大いにかかるのに、手当も18歳までで切
　れてしまう。

・ 今まで以上にお金がかかるので、何故高校生に対する助成がないのかと思う。

・ 15歳で終わるが、それ以降もっと高額に費用がかかる。

・一番学費のかかる時に子ども手当もなく、生活は大変である。

子どもが成長するに比例して進学のための学費がかかってしまう時に、手当がもらえなくなるのは少
しおかしいと思う。手当の支給の内容をもっと深く考えて預ければ大変ありがたい。

子どもの育成には、高校時代の方がお金がかかる。18歳まで少しでも手当があれば心理的不安が
拭えるのではないか。

・ 子どもの養育費と生活費の18歳までの保障。児童扶養手当と児童育成手当の保障をしてほしい。

・ ひとり親を理由に進学をあきらめなくてもよいように、手当を充実させてほしい。

・18歳以上からの支援（手当）がないので、本当に困る。手当を延長してもらいたい。

・児童扶養手当等をいただきとても助かっているが、18歳で何もなくなってしまうのはやはり厳しい。

手当が18歳までしか受給できないことに疑問を感じている。上級の学校修了まで手当が支給される
ことを希望する。

その他のご要望 7件

同居の家族（挟養義務者）がいて、児童扶養手当を受け取っていない揚合でも毎年収入等の回答
・ を提出しなくてはならないのは面倒。受給資格に当てはまった揚合のみ、詳細事項を記入するよう
な提出方法に変えていただくと助かる。

・児童扶養手当の改革的な拡大を求める。

・ 収入減になったその時点からひとり親（医）や児童手当などを支給してほしい。

．3月生まれと4月生まれとでは、児童扶養手当・育成手当を受給する月数が違うのは不公平だと思
う。

・手当の不正受給者が本当にたくさんいる。

・ 手当など大変ありがたいが、毎月にしてもらいたい。

・ 児童扶養手当（停止処理）について、もう少しシンプルな手続きにしていただけるとよいと思う。
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〈医療費の助成に関すること〉 計13件
・ 医療費助成が高校卒業するとなくなってしまうので厳しい。

・ 18歳まで医療費は無料にしてほしい。

・医療費助成がなくなるとお金がかかるので、病院に行かなくなる親がたくさん出てくる。

・ 子どもに関係する（病院代他）ことをもう少し考えてもらいたい。

・ 年収に関わらず、ひとり親家庭医療費助成が利用できるようにしてほしい。

同居の親族に収入がある揚合は、本入の収入が少なくてもひとり親家庭医療費助成が受けられなく
なったりするのをなくしてほしい。

　（子）（親）の医療証を収入に関係なくほしい。（せめて1割と全額の2種類を収入ごとにお願いす
嘱

る。）

・ひとり親の医療費助成等、大学卒業まで延びると助かる。

・ 医療費の助成の割合が所得で変わるので、最高1割負担にしていただきたい。

・ 収入に関係なく医療費補助等はしてほしい。

・ （親）医療証の所得制限の見直し。

・ 今年から（親）医療証が変わり1割負担になって、病院へも行きづらくなってくる。

・ 生活保護受給世帯にも保険証がほしい。仕事をしている中で医療券を取りに行くのは不便である。

〈保険料・税金に関すること〉 計5件
・ 保険料が高すぎると思う。

・ 税金を減らしてほしい。

・ 社会保険料の割引などがあればと思う。

・税金や国保の金額を低くしてほしい。

・ 未婚者でも寡婦控除が受けられるように、国の法律を見直していただきたい。

〈教育に関すること〉 計18件
・ 高校以降やはりお金がかかるので、心配・不安があった。

・ これから教育費のかかる高校生や大学生をもっ家庭の支援をしてほしい。

・ 経済的な不安がとっても大きい。これからかかる教育費が心配。

・教育面の助成がほしい。

・ 幼稚園から大学まで無料化されるとよい。

．奨学金が支給されるまでの聞、入学時に間に合うように一時立替制度等があれば、経済的理由で
進学できない子どもが減る。

・ ひとり親の子どもに格安で塾に通わす事ができればうれしく思う。

・ 子どもが大学に行くのはお金がかかる。そのための支援のサービスが必要だと思う。
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　ひとり親支援にどんな小さな事でも嬉しかった。一番大変なのはお金のことだと思う。教育関係のお

　金だけでももっと支援があればと感じる。

・ 大学進学を希望しているが、学校の授業料を払いながら、大学の入学金を貯めるのが大変。

・ 大学の奨学金等の支援をしてほしい。

・ 公的支援は高校生になると受けられない。実は高校生は最も教育費がかかる。

経済的な行き詰まりや不安から気持ちが不安定になる。子どもたちが義務教育を受ける間だけで
も、銀行からの貸付等の支援をお願いしたかった。

・ 公立ばかりでなく、私立の中高も授業料減免等の対策をしていただきたい。

・お金がないとよい教育が受けられないのか。それが一番心配である。

ひとり親家庭に限らず、経済的に苦しい家庭は、よい教育を受けさせてやれないという事ではひとり

親家庭は救われない。

・ 子どもの高校以降の学費が大変だ。

・ 子育て支援を高校までしっかりサポートしてほしい。

〈養育費に関すること〉 計4件
・ 裁判で決めた養育費を支払わない方が多い。取り締まってほしい。

・ 養育費がなく、病気の親を抱えたシングルマザーに何の手当てもない。

養育費を払えるのに払わない元夫に、何とか強制的に払く）てもらえるシステム作りをぜひお願いし
’たい。

・ 子どもの養育費と生活費の18歳までの保障。

〈各種支援施策に関すること〉 計25件
子ども手当に関するご要望 2件

経済的に安定している家庭とひとり親家庭を一緒に括ってしまう、子ども手当の給付のシステムに強
く疑問を感じている。

・一時金をばらまいて月々の手当を減額するとはどういう事か。

保育・学童クラブに関するご要望 12件

保育園のポイントシステムにかなり不満がある。今のシステムでは、結局、働かなければというより働

く事のできる、サポートの整った恵まれた環境の人しか保育園に入れない。根本的におかしい。

・ 保育園に優先的に入園させていただきたい。

保育園・学童クラブは、条件を下げることで、受け入れ人数を増やすようなことは止めてほしい。

区は、しっかりした子育てのための詞度を保っていっていただきたい。

・ 土・日、夜間利用も可能な学童を預かってくれる託児施設がほしい。

唇 保育施設の充実は急務。

・ 学童の運営時間をもう少し延長できないのだろうか。

夫婦共働きの裕福な家庭が無職のひとり親家庭より優先的に入園できる制度には、非常に不満を
・ 感じた。板橋区では「赤ちゃんの駅」という取組みがされていて、杉並区でも同様の制度があればと

思った。
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・ 保育の充実。

・ やはり保育園の数が足りていないので、至急何とか増やしてもらいたい。

・ 保育園や学童クラブの延長なども充実するとよい。

・ 保育園に入れないので困っている。サービスを増やしてほしい（休養ホームの回数など）。

子どもの保育園を探している所だが、子どもと私の2人暮らしで私が仕事をしていないというだけで

入園できない。本当に必要としている人に門戸を開いてほしい。

子育て応援券に関するご要望 4件

・子育て応援券は使う事なく捨てている。公平に配ってくださる応援券なのに不公平感が募る。

・ 杉並区の行政に期待している。応援券もとても役に立っている。

子育て応援券が、有償での購入となったが、年1回の申請は予定の見通しが不明なため、年2，3回
　にしてほしい。

色々なサービスがあるのは知っているが、平日に手続きするものが多いので利用しにくい。子育て
応援券を利用する暇がない。

その他サービスに関すること 7｛牛

母子家庭（ひとり親家庭）の子どもを扶養家族から外すのはおかしい。民間バスも無料で利用できる
　ようにしてほしい。（都営は利用ができない）

・ 宿泊施設の助成をどこでも使用できるようにしてもらいたい。

・ 親の病気の時のショートスティの年齢を引き上げてほしい。

休養ホームで利用できる宿泊先を増やしてほしい。ディズニーランドのチケット補助を増やしてほし
匿

い。

・ 都バス以外のバス定期補助をお願いする。

・ 病気やケガの時のヘルパー利用を4年生までにしてほしい。

・ ひとり親家庭ホームヘルプサービスは、本当に助けを求めている人の立揚に立って考えてほしい。

〈情報提供や相談に関すること〉 計32件
相談・心理的サポートを充実さぜてほしい 16件

・ いっでも相談できることがとても安心にっながっている。

ひとり親同士でも心を開く事ができない。自分の迷いが子どもに対する、イライラに通じると思う。ひと
・ り親へのサポートは小学校入学までは手厚いと思うが、小学校に入学後は突き放されたように感じ
　る。

・ 1人で子どもを育てていくためには住居、毎月の月収、相談できる誰かがとても必要だと思う。

・ 気軽になんでも相談でき、情報の提供もしてもらえる相談員がいればよい。

・ 相談したい事や話を聞いてみたい事などいろいろとあるのだが、平日は制度を利用できない。

仕事の事や教育の事、今後の事などを年に1度くらい聞いてくれたり、相談できる場を作ってくれる
　とありがたい。

・ 相談窓口が広くなると心のケアが自分で出来やすくなると思う。

近くの人に相談できる人がいた事が何よりだと思った。行政のサービスはその辺りに気を配ったもの
であるとよいと思う。
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・ もっと必要なのは心理的サポートではないかと思う。

　ひとり親になった当初は、子育ての不安、仕事が見つからなく生活への不安で押しっぶされそう

・だった。この悪循環の解決と精神面でのサポート（カウンセリング等）があったら、スムーズに自立で

きるかと思う。

・ひとり親は仕事、家事など本当に忙しく、悩みを相談する所もなかなかない。

子どもが通っている学校で、隣のクラスの担任が母子家庭ではさまざまなリスクが高くなると決めつ
・ け、我々の同意もなく私の年齢等、個人情報を周囲の父兄に勝手に漏らした。どこに相談すればよ
いかわからない。

・いろんな面で精神的に支えてもらえるサポート、利用しやすいサポートがあればよかった。

・ ひとり親の精神面でのケアをきちんとしてほしい。

就職支援にっいて福祉相談窓口で教えていただいたのでとても感謝しているが、その他の対応に
っいてはとても冷たく事務的な対応だった。

小さな子どもをたった1人で育てている方の不安は大きいと思うので、話をできる所や気軽に行ける
場所があると安心すると思う。

ひとり親に関する情報提供を充実さぜてほしい 16件
　ひとり親になってどんなサービス支援があるのか、どこで申請するのか、細かくわかりやすく説明があ

ると助かる。

ひとり親家庭に関係するあらゆる公的制度を1か所で把握できるようにしてほしい。似た環境の親同

　士が集えるサークルのような気軽に参加できるようなものをお願いする。

・ 情報などはできるだけ目にっきやすいようにするとよいと思う。

・ ひとり親の補助をもっと充実してほしい。

・ひとり親の支援について、情報がうまく広がっていない。

・ひとり親に対しての援助等の変更がある時は知らせてほしい。

・ 支援にっいて制度変更した内容を広報誌やチラシなどで周知してほしい。

・ もう少しひとり親情報が、独立した冊子などで年1回届くと嬉しい。

他の県から引越したばかりで、区市町村で違いがあるのがわからずにいた。わかりやすい、一覧など

があると転居しても惑わずに済んだと思う。

・ 受験・進学（資金）相談、情報など。

・ 公的制度は情報として、区報やインターネットで調べられるようだったら助かる。

・ ひとり親へのサービスがどのようなものがあるのか、調べて利用したいと思った。

・ どんな制度があるのかわからないので冊子を作ってほしい。

ホームページ（区役所）等の情報だけではわからない事が多く、もっとわかりやすく、説明を増やして

　ほしい。

・ 生活支援に関する情報を公開してほしい。

相談の窓口はどこでするかガイドに記入していただきたいと思う。いろいろな支援についての記入が

あるパンフレット等も配布をお願いする。
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〈父子家庭に関すること〉 計4件
母子家庭に対する情報提供、支援はそれなりの形になっていると思うが、父子家庭はかやの外状態
である。

・ 父子家庭になり3年半の問に色々な事を知り、母子も父子も変わらず大変だと思う。

父子家庭の場合、話し合いの揚が全くないので社会的孤立感や疎外感がある。ひとり親家庭は母

子家庭という行政の認識を改めるべきである。

・ もう少し父子家庭に優しい行政であってほしい。

〈社会一般に関すること〉 計13件
・ 母子家庭のみならず老老介護世帯に対して、改めての明るい見通しを検討いただけたら幸い。

・ ひとり親である事を公表していない。「特別な」括りにされるのは精神的につらい。

・ ひとり親でも普通の人と変わりなく生活していける社会になってほしい。

・ 近所・地域の方々がとても冷たい。ひとり親家庭に理解がない。

母親が仕事と家事に追われ、子どもと向き合う時間が減ったり、またストレスを抱えて、子どもに接す

るというのはよくない。みんなで子育てに協力するという感覚が広がってほしい。

・ 偏見の世の中を無くしてほしい。

経済的格差をよく感じる。働く所がたくさんあるようにすること、収入の安定、子どもたちが学費の心

配をせず学びたいことができるような将来が待っているとよい。

・ まだまだひとり親家庭は肩身が狭い。

・ ひとり親家庭の痛みはわかっていただきたいと思う。

ひとり親だと父・母両方の役割をしなければならない。もう少し社会全体が理解してほしい。金銭面
でも不安。

・困っているひとり親家庭を社会が救済していただけるよう願っている。

・ ひとり親家庭の貧しさの実態や母子家庭のことをもう少し世の中に広めてほしい。

制度は充実しているしとても助かっているが、少数派だし、両親がいて当たり前なのでまだまだ社会

での立場はあまりよいとは思わない。

〈その他のご要望〉 計48件
・情報をもっと公開してほしい。

・とにかく生活が苦しい。何らかの支援がほしい。

一生懸命仕事して収入を得ていると、補助も一部カットされるし、都営・区営住宅にも入居できない

し、医療費も一部負担があり納得できない。

・ 仕事、家庭、住居などの問題を抱えている。どうしていけばよいか困っている。

・ 毎日の生活でいっぱいいっぱいであり、自分が病気になったらどうなるか不安である。

・ 公的サポートを得るにはコンタクトを取らねばならず、その時間も惜しい。

ひとり親が最も負担と思える生活費は、家賃、公共料金、教育費、交通費など必ずかかってくるとこ
ろだと思う。
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・ 核家族では家賃の負担や子どもが病気で仕事を休めない時が特に大変だと思う。

・ 経済的に辛い状況。子どもがいることで、特に働かなければならない。

　ひとり親家庭への支援を考える際には、各家庭のニーズに合わせた本当の意味の支援を考えてい
　ただきたい。

・ 親元での生活している母子家庭とは別の支援があってもよいかと思う。

・ 親の収入は増えず、子どもにかかる費用はどんどん増えてくる。

　しっかり親が働いて、子どもを育て社会に出す事で、未来に希望を持った子どもたちが増えていくの

　ではないかと考える。

・お金が足りない。

・人それぞれの環境があり、もう少し実態をみた方がよいと思う。

・親類のいないひとり親が孤立しないようにしてほしい。

・ 児童扶養手当受給者だけでなく育成手当受給者でも、受けられるサービスを増やしてほしい。・

・ 退職して収入がなくなり手当も削減され、税金などの支払いがなかなかできず困っている。

・ 社会的立場の弱い者こそ第一に考えることが、本当の意味での支援になるのではないかと思う。

・ アンケートの封筒に「ひとり親家庭支援」と書いてあるが、もう少し気を使えないか。

・ 役所の人の対応が悪い。

・ 母子福祉資金を利用させていただいているが、窓口に行かなければならない回数が多い。

　隣近所にひとりで子どもを育てていることは話していない。今後このようなアンケート（ひとり親家庭支

　援等書かれている物）は二度と送らないでほしい。

年金保険料を払う余裕などない。ひとり親という審査枠がないのでなかなか免除されない。とても理
　不尽だと思う。

・元夫も直接連絡を取らなくてはいけない揚面があった。区の方で作業を進めてほしかった。

・ 未婚のため、寡婦控除が受けられない。法の改正を望む。

封筒に「ひとり親～」と書かないでほしい。ひとり親だということが周囲にわかると防犯上も不安であ
’

る。

・ 経済的な支援。

・ 各学校に発達障害の子どもたちの教室を設置していただけるととてもありがたい。

子どもの成長に合わせた支援。小学生まではお金の支援より、施設やサービスを利用できる支援の
充実がほしい。中学生以降は手が離れるがその分お金がかかる。

・ ひとり親とひと括りにされても、抱えた問題が共通でないとお互い話もしにくい気がする。

、経済的な行き詰まりや不安から気持ちが不安定になる。子どもたちが義務教育を受ける問だけで
も、銀行からの貸付等の支援をお願いしたかった。

・ 友人にひとり親のことを隠しているので、書類などはもう少し考慮してほしい。

子ども家庭支援センター、区役所、福祉事務所、保健所などすべてがバラバラの場所にある。仕事
を持っていたら手続きを1日で済ませるのが難しい。

・ 平日（時に土・目・祝日も）仕事を持っているので公的手続き等ができない。

18歳以降も20歳までは支援をお願いできると助かる。老人介護問題に伴う生活の困難を救う措置も
必要。ひとり親家庭に不足する安全への配慮（防犯等）も必要だ。
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・ひとりで子育てをするのは精神的にも経済的にも辛い。

・ 子どもが20歳になるまで保障があるとよい。

．とにかく自立へ向けて考えられたらよい。ひとり親になって2年以内に云々という規制があると、とに

かく仕事をやめる方向で考えるようになってしまうのではないか。

封筒に「ひとり親家庭支援担当」と堂々と書かれていたのに驚いた。少し配慮が欠けているのではな

　いか。

離婚と死別の精神的ショックの差は大きいのに、同じ「ひとり親」という括りでの行政サービスは不公

平に感じる。

生活費、教育費が足りない。親が子どもの世話ができなくなり、親、兄弟が近くにいない疇に子ども

を預かってくださる施設が近くにほしい。病気の時、生活費等の借り入れができると助かる。

・ 本当にこの人に支援する必要があるのかと見極めて、そういう人への支援をこそ希望する。

・役所の方の対応の仕方を最初からやり直してもらえたらと思う。

「ひとり親」と言っても父親・母親・死別・離婚等理由、状況等が全く違ってくる。そのあたりも理解して

いただければと思う。ひとり親家庭で問題になってくるのは、就労と子育ての問題だと思う。

・ 前にファミリーサポートに相談したところ、相談員らしからぬ言動でとても憤りを感じた。

結食費を削る以外生活費の削りようがないのでなんとか工夫したい。早く丈夫になり、仕事に就いて

社会に恩返ししたい。

・ ひとり親同士で交流を図りたい。

〈施策等への感謝〉 計20件
児童扶養手当や育成手当に本当に助けられている。子どもに入並の生活をさせてあげられるのも区
の援助のおかげだ。

・ 児童・子ども手当の支給でかなり負担が軽減され、感謝している。

・ 支援にっいて私はとても満足している。

・医療費助成は助かっている。

・保育園の選考で、ひとり親の指数が高いのに感謝している。

・ 杉並区はよいんだと思う事がある。

・ 公的制度、手当などは、とても助かったし、また安心にっながった。

・ 公的支援がなければ今ここまでやってこられなかったので、大変ありがたく思っている。

・ 充実した制度のおかげでここまで侮とかやってくる事ができ感謝している。

・ 医療費の負担がないので助かっている。

・ もうすぐ高校卒業。今までお世話になった。

・ 手当、医療費助成があるのは気持ち的に安心できる。

・ 児童扶養手当を受けており、教育・生活費等にとても助かった。

保育園の新設、子供園などへの切り替えなど、杉並区の保育増強への姿勢をいつも素晴らしく感じ
ている。

・いっもありがたい。助かっている。
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・ひとり親家庭への支援が厚くとても感謝している。

・ 子ども家庭支援センターはよく利用させてもらっているので、今のままで充分満足している。

ショートステイを利用した事がある。非常に親切丁寧で、大変ありがたい制度だ。一時保育の予約が
・ 1週聞前からになると知った。保育園の新設、子供園などへの切り替…えなど、杉並区の保育増強へ
の姿勢をいつも素晴らしく感じている。

・ 大変な財政の中で、支援いただきありがたい。

・ 杉並区はとても住みやすく、ひとり親には手厚い支援をしてくれていると思う。
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